
(57)【要約】

本発明は、双安定ネマティック液晶のマトリックススク

リーンにアンカリングを破壊することで電気的にアドレ

シングするための方法を提供する。この方法は、制御さ

れた電気信号を、それぞれ、このスクリーンの行電極と

列電極に加えるステップを含む。本発明によると、この

方法は、更に、複数の行に、列電圧が加えられる期間と

等しいかこれより大きな持続期間だけ時間的にオフセッ

トされた類似する行信号を用いて同時にアドレシングす

るステップを含む。この行アドレシング信号は、第一の

期間においては、その行内の画素の全てのアンカリング

を破壊することができ、これに続く第二の期間において

は、これらアドレスされた行を構成する画素の最終状態

を決定することができる、少なくとも一つの電圧値を有

し、この最終状態は対応する列に加えられる電気信号の

各々の値の関数として決まる。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 双 安 定 ネ マ テ ィ ッ ク 液 晶 の マ ト リ ッ ク ス ス ク リ ー ン に ア ン カ リ ン グ を 破 壊 す る こ と で 電
気 的 に ア ド レ シ ン グ す る た め の 、 制 御 さ れ た 電 気 信 号 を そ れ ぞ れ 前 記 ス ク リ ー ン の 行 電 極
と 列 電 極 に 加 え る ス テ ッ プ を 含 む 方 法 で あ っ て 、
　 複 数 の 行 に 、 前 記 列 電 圧 が 加 え ら れ る 期 間 と 等 し い か こ れ よ り 大 き な 持 続 期 間 だ け 時 間
的 に オ フ セ ッ ト さ れ た 類 似 す る 行 信 号 を 用 い て 、 同 時 に ア ド レ シ ン グ す る ス テ ッ プ を 含 み
、 前 記 行 ア ド レ シ ン グ 信 号 は 、 第 一 の 期 間 に お い て は 、 そ の 行 内 の 画 素 の 全 て の ア ン カ リ
ン グ を 破 壊 す る こ と が で き 、 こ れ に 続 く 第 二 の 期 間 に お い て は 、 前 記 ア ド レ ス さ れ た 行 を
構 成 す る 画 素 の 最 終 状 態 を 決 定 す る こ と が で き る 、 少 な く と も 一 つ の 電 圧 値 を 有 し 、 前 記
最 終 状 態 は 前 記 対 応 す る 列 に 加 え ら れ る 電 気 信 号 の 各 々 の 値 の 関 数 と し て 決 ま る こ と を 特
徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ス ク リ ー ン は 、 ２ つ の テ ク ス チ ャ を 用 い 、 第 一 の テ ク ス チ ャ に お い て は 、 分 子 は 互
い に 少 な く と も 実 質 的 に 平 行 と な る 、 ユ ニ ホ ー ム 或 い は 少 し 捩 れ た 状 態 と な り 、 他 方 の テ
ク ス チ ャ は 、 前 記 第 一 の テ ク ス チ ャ と 、 ± １ ８ ０ ° な る オ ー ダ だ け 捩 れ る 点 で 異 な る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 双 安 定 ネ マ テ ィ ッ ク 液 晶 の マ ト リ ッ ク ス ス ク リ ー ン に ア ン カ
リ ン グ を 破 壊 す る こ と で ア ド レ シ ン グ す る た め の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 列 信 号 の 終 端 は 前 記 行 信 号 の 終 端 と 同 期 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 或 い は ２
記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】

　 　 　 　 　 　 　 　 τ ｃ ≦ τ Ｄ ＜ τ Ｌ

な る 関 係 を 有 し 、
　 τ Ｄ は 、 ２ つ の 行 信 号 間 の 時 間 的 な オ フ セ ッ ト を 表 し 、
　 τ Ｌ は 、 少 な く と も ア ン カ リ ン グ 破 壊 段 階 と テ ク ス チ ャ 選 択 段 階 と を 含 む 行 ア ド レ シ ン
グ 時 間 を 表 し 、
　 τ ｃ は 、 列 信 号 の 持 続 期 間 を 表 す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か に 記 載 の
方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 ｘ 個 の 同 時 に ア ド レ ス さ れ る 行 に ア ド レ シ ン グ す る た め に 必 要 と さ れ る 時 間 は 、

　 　 　 　 　 　 　 　 τ Ｌ ＋ ［ τ Ｄ ・ （ ｘ － １ ） ］

に 等 し く 、 こ の 関 係 式 に お い て 、
　 τ Ｄ は 、 ２ つ の 行 信 号 間 の 時 間 的 な オ フ セ ッ ト を 表 し 、
　 τ Ｌ は 、 少 な く と も ア ン カ リ ン グ 破 壊 段 階 と テ ク ス チ ャ 選 択 段 階 と を 含 む 行 ア ド レ シ ン
グ 時 間 を 表 す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 時 間 的 に オ ー バ ラ ッ プ し て 同 時 に ア ド レ ス さ れ る 行 は 、 隣 接 す る 行 か ら 成 る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 時 間 的 に オ ー バ ラ ッ プ し て 同 時 に ア ド レ ス さ れ る 行 は 、 非 隣 接 の 行 か ら 成 る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 持 続 期 間 τ Ｌ ＝ ｊ τ Ｄ 成 る 行 信 号 を 用 い 、 ２ つ の 連 続 す る 同 時 に 加 え ら れ る 行 信 号 を 時
間 に お い て τ Ｄ だ け オ フ セ ッ ト し 、 同 時 に 加 え ら れ る 行 信 号 の 一 連 の ブ ロ ッ ク を τ Ｌ だ け
オ フ セ ッ ト す る こ と で 、 ｉ モ デ ュ ロ ｊ 個 の 行 、 つ ま り 、 行 ｉ 、 ｉ ＋ ｊ 、 ｉ ＋ ２ ｊ 、 等 が 同
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時 に ア ド レ シ ン グ さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 ス ク リ ー ン の 列 電 極 に 加 え ら れ る 信 号 の パ ラ メ ー タ は 、 画 素 妨 害 パ ル ス の 実 効 電 圧
が 低 減 さ れ る よ う に 適 合 化 さ れ 、 こ れ に よ っ て ア ド レ シ ン グ の 際 の 妨 害 的 な 光 学 効 果 が 軽
減 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ８ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 ス ク リ ー ン の 列 電 極 に 加 え ら れ る 信 号 の パ ラ メ ー タ は 、 画 素 妨 害 パ ル ス の 実 効 電 圧
が フ リ ー デ リ ッ ク 電 圧 よ り 低 い 値 と よ う に 適 合 化 さ れ 、 こ れ に よ っ て ア ド レ シ ン グ の 際 の
妨 害 的 な 光 学 効 果 が 軽 減 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ９ の い ず れ か に 記 載 の 方 法
。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 電 気 信 号 に つ い て 適 合 化 さ れ る パ ラ メ ー タ は 、 前 記 列 信 号 の 波 形 、 持 続 期 間 、 及 び
振 幅 か ら 成 る 群 か ら 少 な く と も １ つ が 選 択 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ 記 載 の 方 法
。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 列 信 号 の 持 続 期 間 は 、 前 記 行 パ ル ス の 最 後 の 平 坦 域 の 持 続 期 間 よ り 短 く さ れ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 １ １ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 列 信 号 は 、 方 形 波 か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 １ ２ の い ず れ か に 記 載 の
方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 列 信 号 は 、 傾 斜 波 か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 １ ２ の い ず れ か に 記 載 の
方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 ｘ 個 の 連 続 す る 行 が あ る 行 か ら 次 の 行 間 ま で の 時 間 オ フ セ ッ ト τ Ｄ を 用 い て 同 時 に ア ド
レ シ ン グ さ れ 、 各 行 に 対 応 す る 列 信 号 は τ Ｄ 毎 に 順 番 に 送 ら れ 、 各 行 信 号 は 、 τ Ｌ ＝ ｘ τ

Ｄ よ り 大 き な 総 持 続 期 間 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 １ ４ の い ず れ か に 記 載 の
方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 （ ｉ ＋ ｘ ） 番 目 の 行 に 対 す る 行 信 号 の 開 始 は 、 ｉ 番 目 の 行 に 対 す る 行 信 号 の 終 端 と 同 期
さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 １ ５ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 行 信 号 は 、 対 称 化 は 施 さ れ な い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 １ ６ の い ず れ か に 記
載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 信 号 は 、 フ レ ー ム 対 称 化 を 施 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 １ ６ の い ず れ か
に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 行 信 号 の 極 性 は 、 画 像 ｐ と こ れ に 続 く 画 像 ｐ ＋ １ と の 間 で 反 転 さ れ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ ８ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 行 信 号 の 極 性 と 前 記 列 信 号 の 極 性 は 、 画 像 ｐ と こ れ に 続 く 画 像 ｐ ＋ １ と の 間 で 反 転
さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ８ 或 い は １ ９ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 ２ つ の 連 続 す る 行 信 号 の 極 性 は 反 転 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ８ 乃 至 ２ ０ の い ず
れ か に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 ２ つ の 連 続 す る 行 信 号 の 極 性 も 、 ２ つ の 連 続 す る 列 信 号 の 極 性 も 反 転 さ れ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ ８ 乃 至 ２ １ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
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　 同 時 に ア ド レ ス さ れ る 行 の 数 は 、

　 　 　 　 　 　 　 　 ｘ ｏ ｐ ｔ ＝ ［ τ Ｌ ／ τ Ｄ ］ の 整 数 部 分

よ り 多 く さ れ 、 こ の 関 係 式 に お い て 、
　 τ Ｄ は 、 ２ つ の 行 信 号 間 の 時 間 的 な オ フ セ ッ ト を 表 し 、
　 τ Ｌ は 、 少 な く と も ア ン カ リ ン グ 破 壊 段 階 と テ ク ス チ ャ 選 択 段 階 と を 含 む 行 ア ド レ シ ン
グ 時 間 を 表 す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ 乃 至 ２ ２ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 信 号 は 、 行 対 称 化 が 施 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 １ ６ の い ず れ か に 記 載
の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 各 行 信 号 は 、 そ れ ぞ れ 反 対 の 極 性 を 有 す る ２ つ の 一 連 の 隣 接 す る シ ー ケ ン ス か ら 成 る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ４ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 列 信 号 は 、 ２ つ の シ ー ケ ン ス に 分 割 さ れ 、 こ れ ら の 終 端 は 、 そ れ ぞ れ 、 関 連 す る 行
信 号 の 、 第 一 の シ ー ケ ン ス の 終 端 と 、 第 二 の シ ー ケ ン ス の 終 端 と に 同 期 さ れ 、 こ れ ら ２ つ
の 列 信 号 シ ー ケ ン ス の 極 性 も 同 様 に 反 転 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ４ 或 い は ２ ５ 記
載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 列 信 号 の 終 端 は 、 前 記 関 連 す る 行 信 号 の 前 記 第 二 の シ ー ケ ン ス の 終 端 と 同 期 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ４ 乃 至 ２ ６ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 前 記 ２ つ の 連 続 す る 行 信 号 の 極 性 は 、 反 転 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ４ 乃 至 ２ ７
の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 前 記 ２ つ の 連 続 す る 行 信 号 の 極 性 も 、 前 記 ２ つ の 連 続 す る 列 信 号 の 極 性 も 、 反 転 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ４ 乃 至 ２ ８ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 同 時 に ア ド レ ス さ れ る 行 の 数 は 、

　 　 　 　 　 　 　 　 ｘ ｏ ｐ ｔ ＝ ［ ２ τ Ｌ ／ τ Ｄ ］ の 整 数 部 分

よ り 多 く さ れ 、 こ の 関 係 式 に お い て 、
　 τ Ｄ は 、 ２ つ の 行 信 号 間 の 時 間 的 な オ フ セ ッ ト を 表 し 、
　 τ Ｌ は 、 少 な く と も ア ン カ リ ン グ 破 壊 段 階 と テ ク ス チ ャ 選 択 段 階 と を 含 む 行 ア ド レ シ ン
グ 時 間 を 表 す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ４ 乃 至 ２ ９ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 前 記 列 信 号 は 、 前 記 行 信 号 の 最 後 の 平 坦 域 の 持 続 期 間 以 下 の 持 続 期 間 を 有 す る 列 信 号 、
τ Ｄ に 等 し い 持 続 期 間 τ ｃ を 有 す る 列 信 号 、 及 び τ Ｄ よ り も 小 さ な 持 続 期 間 τ ｃ を 有 す る
列 信 号 か ら 成 る 一 群 か ら 選 択 さ れ 、 τ Ｄ は 、 ２ つ の 行 信 号 間 の 時 間 的 な オ フ セ ッ ト を 表 し
、 τ ｃ は 、 列 信 号 の 持 続 期 間 を 表 す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ ０ の い ず れ か に 記 載
の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 前 記 行 信 号 は 、 ２ つ の 平 坦 域 を 有 す る 信 号 か ら 成 り 、 第 一 の 平 坦 域 は 前 記 ア ン カ リ ン グ
破 壊 段 階 の 際 に 用 い ら れ 、 第 二 の 平 坦 域 は 、 前 記 テ ク ス チ ャ 選 択 段 階 の 際 に 用 い ら れ る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ １ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 前 記 行 信 号 は 、 複 数 の 平 坦 域 を 有 す る 信 号 か ら 成 り 、 こ れ ら 複 数 の 平 坦 域 が 前 記 ア ン カ
リ ン グ 破 壊 段 階 の 際 に 用 い ら れ る こ と を 特 徴 と す る １ 乃 至 ３ １ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
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【 請 求 項 ３ ４ 】
　 前 記 行 信 号 は 、 複 数 の 平 坦 域 を 有 す る 信 号 か ら 成 り 、 こ れ ら 複 数 の 平 坦 域 が 前 記 テ ク ス
チ ャ 選 択 段 階 の 際 に 用 い ら れ る こ と を 特 徴 と す る １ 乃 至 ３ １ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 双 安 定 ネ マ テ ィ ッ ク 液 晶 を 有 す る マ ト リ ッ ク ス ス ク リ ー ン に ア ン カ リ ン グ を 破 壊 す る こ
と で 電 気 的 に ア ド レ シ ン グ す る た め の 、 制 御 さ れ た 電 気 信 号 を そ れ ぞ れ 前 記 ス ク リ ー ン の
行 電 極 と 列 電 極 に 加 え る の に 適 す る 手 段 を 備 え る デ バ イ ス あ っ て 、
　 複 数 の 行 に 、 前 記 列 電 圧 が 加 え ら れ る 期 間 と 等 し い か こ れ よ り 大 き な 持 続 期 間 だ け 時 間
的 に オ フ セ ッ ト さ れ た 類 似 す る 行 信 号 を 用 い て 、 同 時 に ア ド レ シ ン グ す る の に 適 す る 手 段
を 備 え 、 前 記 行 ア ド レ シ ン グ 信 号 は 、 第 一 の 期 間 に お い て は 、 そ の 行 内 の 画 素 の 全 て の ア
ン カ リ ン グ を 破 壊 す る こ と が で き 、 こ れ に 続 く 第 二 の 期 間 に お い て は 、 前 記 ア ド レ ス さ れ
た 行 を 構 成 す る 画 素 の 最 終 状 態 を 決 定 す る こ と が で き る 、 少 な く と も 一 つ の 電 圧 値 を 有 し
、 前 記 最 終 状 態 は 前 記 対 応 す る 列 に 加 え ら れ る 電 気 信 号 の 各 々 の 値 の 関 数 と し て 決 ま る こ
と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 前 記 ス ク リ ー ン は 、 ２ つ の テ ク ス チ ャ を 用 い 、 第 一 の テ ク ス チ ャ に お い て は 、 分 子 は 互
い に 少 な く と も 実 質 的 に 平 行 と な る 、 ユ ニ ホ ー ム 或 い は 少 し 捩 れ た 状 態 と な り 、 他 方 の テ
ク ス チ ャ は 、 前 記 第 一 の テ ク ス チ ャ と 、 ± １ ８ ０ ° だ け 捩 れ る 点 で 異 な る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ３ ５ 記 載 の 双 安 定 ネ マ テ ィ ッ ク 液 晶 の マ ト リ ッ ク ス ス ク リ ー ン に ア ン カ リ ン グ を
破 壊 す る こ と で ア ド レ シ ン グ す る た め の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 前 記 列 信 号 の 終 端 は 前 記 行 信 号 の 終 端 と 同 期 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ５ 或 い は
３ ６ 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ３ ８ 】

　 　 　 　 　 　 　 　 τ ｃ ≦ τ Ｄ ＜ τ Ｌ

な る 関 係 を 有 し 、
　 τ Ｄ は 、 ２ つ の 行 信 号 間 の 時 間 的 な オ フ セ ッ ト を 表 し 、
　 τ Ｌ は 、 少 な く と も ア ン カ リ ン グ 破 壊 段 階 と テ ク ス チ ャ 選 択 段 階 と を 含 む 行 ア ド レ シ ン
グ 時 間 を 表 し 、
　 τ ｃ は 、 列 信 号 の 持 続 期 間 を 表 す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ５ 乃 至 ３ ７ の い ず れ か に 記
載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
　 ｘ 個 の 同 時 に ア ド レ ス さ れ る 行 に ア ド レ シ ン グ す る た め に 必 要 と さ れ る 時 間 は 、

　 　 　 　 　 　 　 　 τ Ｌ ＋ ［ τ Ｄ ・ （ ｘ － １ ） ］

に 等 し く 、 こ の 関 係 式 に お い て 、
　 τ Ｄ は 、 ２ つ の 行 信 号 間 の 時 間 的 な オ フ セ ッ ト を 表 し 、
　 τ Ｌ は 、 少 な く と も ア ン カ リ ン グ 破 壊 段 階 と テ ク ス チ ャ 選 択 段 階 と を 含 む 行 ア ド レ シ ン
グ 時 間 を 表 す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ５ 乃 至 ３ ８ の い ず れ か に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
　 前 記 時 間 的 に オ ー バ ラ ッ プ し て 同 時 に ア ド レ ス さ れ る 行 は 、 隣 接 す る 行 か ら 成 る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ３ ５ 乃 至 ３ ９ の い ず れ か に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ４ １ 】
　 前 記 時 間 的 に オ ー バ ラ ッ プ し て 同 時 に ア ド レ ス さ れ る 行 は 、 非 隣 接 の 行 か ら 成 る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ３ ５ 乃 至 ３ ９ の い ず れ か に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
　 持 続 期 間 τ Ｌ ＝ ｊ τ Ｄ 成 る 行 信 号 を 用 い 、 ２ つ の 連 続 す る 同 時 に 加 え ら れ る 行 信 号 を 時
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間 に お い て τ Ｄ だ け オ フ セ ッ ト し 、 同 時 に 加 え ら れ る 行 信 号 の 一 連 の ブ ロ ッ ク を τ Ｌ だ け
オ フ セ ッ ト す る こ と で 、 ｉ モ ジ ュ ロ ｊ 個 の 行 、 つ ま り 、 行 ｉ 、 ｉ ＋ ｊ 、 ｉ ＋ ２ ｊ 、 等 に 同
時 に ア ド レ シ ン グ す る の に 適 す る 手 段 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ １ 記 載 の デ バ イ
ス 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
　 前 記 ス ク リ ー ン の 列 電 極 に 加 え ら れ る 信 号 の パ ラ メ ー タ は 、 画 素 妨 害 パ ル ス の 実 効 電 圧
が 低 減 さ れ る よ う に 適 合 化 さ れ 、 こ れ に よ っ て ア ド レ シ ン グ の 際 の 妨 害 的 な 光 学 効 果 が 軽
減 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ５ 乃 至 ４ ２ の い ず れ か に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ４ ４ 】
　 前 記 ス ク リ ー ン の 列 電 極 に 加 え ら れ る 信 号 の パ ラ メ ー タ は 、 画 素 妨 害 パ ル ス の 実 効 電 圧
が フ リ ー デ リ ッ ク 電 圧 よ り 低 い 値 と よ う に 適 合 化 さ れ 、 こ れ に よ っ て ア ド レ シ ン グ の 際 の
妨 害 的 な 光 学 効 果 が 軽 減 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ５ 乃 至 ４ ３ の い ず れ か に 記 載 の
デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
　 前 記 電 気 信 号 に つ い て 適 合 化 さ れ る パ ラ メ ー タ は 、 前 記 列 信 号 の 、 波 形 及 び ／ 或 い は 持
続 期 間 及 び ／ 或 い は 振 幅 か ら 成 る 一 群 か ら 選 択 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ４ 記 載 の
デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ４ ６ 】
　 前 記 列 信 号 の 持 続 期 間 は 、 前 記 行 パ ル ス の 最 後 の 平 坦 域 の 持 続 期 間 よ り 短 く さ れ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ５ 乃 至 ４ ５ の い ず れ か に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ４ ７ 】
　 前 記 列 信 号 は 、 方 形 波 か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ５ 乃 至 ４ ６ の い ず れ か に 記 載
の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ４ ８ 】
　 前 記 列 信 号 は 、 傾 斜 波 か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ５ 乃 至 ４ ６ の い ず れ か に 記 載
の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ４ ９ 】
　 ｘ 個 の 連 続 す る 行 が あ る 行 か ら 次 の 行 間 ま で の 時 間 オ フ セ ッ ト τ Ｄ を 用 い て 同 時 に ア ド
レ シ ン グ さ れ 、 各 行 に 対 応 す る 列 信 号 は τ Ｄ 毎 に 順 番 に 送 ら れ 、 各 行 信 号 は 、 τ Ｌ ＝ ｘ τ

Ｄ 　 よ り 大 き な 総 持 続 期 間 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ５ 乃 至 ４ ８ の い ず れ か に 記
載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ５ ０ 】
　 （ ｉ ＋ ｘ ） 番 目 の 行 に 対 す る 行 信 号 の 開 始 は 、 ｉ 番 目 の 行 に 対 す る 行 信 号 の 終 端 と 同 期
さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ５ 乃 至 ４ ９ の い ず れ か に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ５ １ 】
　 前 記 行 信 号 は 、 対 称 化 が 施 さ れ な い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ５ 乃 至 ５ ０ の い ず れ か に
記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ５ ２ 】
　 前 記 信 号 は 、 フ レ ー ム 対 称 化 を 施 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ５ 乃 至 ５ ０ の い ず れ
か に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ５ ３ 】
　 前 記 行 信 号 の 極 性 は 、 画 像 ｐ と こ れ に 続 く 画 像 ｐ ＋ １ と の 間 で 反 転 さ れ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ５ ２ 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ５ ４ 】
　 前 記 行 信 号 の 極 性 と 前 記 列 信 号 の 極 性 は 、 画 像 と こ れ に 続 く 画 像 ｐ ＋ １ と の 間 で 反 転
さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ２ 或 い は ５ ３ 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ５ ５ 】
　 ２ つ の 連 続 す る 行 信 号 の 極 性 は 反 転 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ２ 乃 至 ５ ４ の い ず
れ か に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ５ ６ 】
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　 ２ つ の 連 続 す る 行 信 号 の 極 性 も 、 ２ つ の 連 続 す る 列 信 号 の 極 性 も 、 反 転 さ れ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ５ ２ 乃 至 ５ ５ の い ず れ か に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ５ ７ 】
　 同 時 に ア ド レ ス さ れ る 行 の 数 は 、

　 　 　 　 　 　 　 　 ｘ ｏ ｐ ｔ ＝ ［ τ Ｌ ／ τ Ｄ ］ の 整 数 部 分

よ り 多 く さ れ 、 こ の 関 係 式 に お い て 、
　 τ Ｄ は 、 ２ つ の 行 信 号 間 の 時 間 的 な オ フ セ ッ ト を 表 し 、
　 τ Ｌ は 、 少 な く と も ア ン カ リ ン グ 破 壊 段 階 と テ ク ス チ ャ 選 択 段 階 と を 含 む 行 ア ド レ シ ン
グ 時 間 を 表 す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ １ 乃 至 ５ ６ の い ず れ か に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ５ ８ 】
　 前 記 信 号 は 、 行 対 称 化 が 施 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ５ 乃 至 ５ ０ の い ず れ か に 記
載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ５ ９ 】
　 各 行 信 号 は 、 そ れ ぞ れ 反 対 の 極 性 を 有 す る ２ つ の 一 連 の 隣 接 す る シ ー ケ ン ス か ら 成 る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ８ 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ６ ０ 】
　 前 記 列 信 号 は 、 ２ つ の シ ー ケ ン ス に 分 割 さ れ 、 こ れ ら の 終 端 は 、 そ れ ぞ れ 、 関 連 す る 行
信 号 の 、 第 一 の シ ー ケ ン ス の 終 端 と 、 第 二 の シ ー ケ ン ス の 終 端 と に 同 期 さ れ 、 こ れ ら ２ つ
の 列 信 号 シ ー ケ ン ス の 極 性 も 同 様 に 反 転 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ８ 或 い は ５ ９ 記
載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ６ １ 】
　 前 記 列 信 号 の 終 端 は 、 前 記 関 連 す る 行 信 号 の 前 記 第 二 の シ ー ケ ン ス の 終 端 と 同 期 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ８ 乃 至 ６ ０ の い ず れ か に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ６ ２ 】
　 前 記 ２ つ の 連 続 す る 行 信 号 の 極 性 は 、 反 転 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ８ 乃 至 ６ １
の い ず れ か に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ６ ３ 】
　 前 記 ２ つ の 連 続 す る 行 信 号 の 極 性 も 、 前 記 ２ つ の 連 続 す る 列 信 号 の 極 性 も 、 反 転 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ８ 乃 至 ６ ２ の い ず れ か に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ６ ４ 】
　 同 時 に ア ド レ ス さ れ る 行 の 数 は 、

　 　 　 　 　 　 　 　 ｘ ｏ ｐ ｔ ＝ ［ ２ τ Ｌ ／ τ Ｄ ］ の 整 数 部 分

よ り 多 く さ れ 、 こ の 関 係 式 に お い て 、
　 τ Ｄ は 、 ２ つ の 行 信 号 間 の 時 間 的 な オ フ セ ッ ト を 表 し 、
　 τ Ｌ は 、 少 な く と も ア ン カ リ ン グ 破 壊 段 階 と テ ク ス チ ャ 選 択 段 階 と を 含 む 行 ア ド レ シ ン
グ 時 間 を 表 す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ８ 乃 至 ６ ３ の い ず れ か に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ６ ５ 】
　 前 記 列 信 号 は 、 前 記 行 信 号 の 最 後 の 平 坦 域 の 持 続 期 間 以 下 の 持 続 期 間 を 有 す る 列 信 号 、
τ Ｄ に 等 し い 持 続 期 間 τ ｃ を 有 す る 列 信 号 、 及 び τ Ｄ よ り も 小 さ な 持 続 期 間 τ ｃ を 有 す る
列 信 号 か ら 成 る 一 群 か ら 選 択 さ れ 、 τ Ｄ は 、 ２ つ の 行 信 号 間 の 時 間 的 な オ フ セ ッ ト を 表 し
、 τ ｃ は 、 列 信 号 の 持 続 期 間 を 表 す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ５ 乃 至 ６ ４ の い ず れ か に 記
載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ６ ６ 】
　 前 記 行 信 号 は 、 ２ つ の 平 坦 域 を 有 す る 信 号 か ら 成 り 、 第 一 の 平 坦 域 は 前 記 ア ン カ リ ン グ
破 壊 段 階 の 際 に 用 い ら れ 、 第 二 の 平 坦 域 は 、 前 記 テ ク ス チ ャ 選 択 段 階 の 際 に 用 い ら れ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ５ 乃 至 ６ ５ の い ず れ か に 記 載 の デ バ イ ス 。
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【 請 求 項 ６ ７ 】
　 前 記 行 信 号 は 、 複 数 の 平 坦 域 を 有 す る 信 号 か ら 成 り 、 こ れ ら 複 数 の 平 坦 域 が 前 記 ア ン カ
リ ン グ 破 壊 段 階 の 際 に 用 い ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ５ 乃 至 ６ ５ の い ず れ か に 記 載
の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ６ ８ 】
　 前 記 行 信 号 は 、 複 数 の 平 坦 域 を 有 す る 信 号 か ら 成 り 、 こ れ ら 複 数 の 平 坦 域 が 前 記 テ ク ス
チ ャ 選 択 段 階 の 際 に 用 い ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ５ 乃 至 ６ ５ の い ず れ か に 記 載 の
デ バ イ ス 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ デ バ イ ス の 分 野 、 よ り 詳 細 に は 、 マ ル チ プ レ ク ス 双 安 定 ネ
マ テ ィ ッ ク デ ィ ス プ レ イ （ multiplexed bistable nematic display） の ２ つ の 状 態 間 の ス
イ ッ チ ン グ を 制 御 す る た め の 方 法 及 び デ バ イ ス に 係 る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 資 料 ［ １ ］ に お い て 開 示 さ れ て い る 双 安 定 デ ィ ス プ レ イ デ バ イ ス を 改
善 す る こ と に あ る 。 こ の タ イ プ の デ バ イ ス は 、 通 常 、 ” Ｂ ｉ Ｎ ｅ ｍ ｓ ” と 呼 ば れ て い る 。
こ の 用 語 は 、 本 特 許 明 細 書 に お い て も 用 い ら れ る 。 こ の タ イ プ の デ バ イ ス の 構 造 に つ い て
は 、 後 に 詳 細 に 説 明 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 さ ら に よ り 詳 細 に は 、 こ の よ う な マ ル チ プ レ ク ス Ｂ ｉ Ｎ ｅ ｍ タ イ プ の
ス ク リ ー ン 上 に 表 示 さ れ る 画 像 に ア ド レ ス す る た め に 要 求 さ れ る 時 間 を 短 縮 す る こ と に あ
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　
　 こ の Ｓ Ｔ Ｎ な る 略 称 は 、 ” super twisted nematic（ 超 捩 れ ネ マ テ ィ ッ ク ） ” の 頭 文 字
に 由 来 す る 。 こ れ は 、 超 捩 れ 分 子 構 造 を 有 す る デ ィ ス プ レ イ に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　
　 多 数 の 行 を 表 示 す る 能 力 を 有 す る パ ッ シ ブ ス ク リ ー ン は 、 マ ル チ プ レ キ シ ン グ （ multip
lexing） と し て 知 ら れ る ア ド レ シ ン グ 技 術 を 使 用 す る （ 例 え ば 、 Ｓ Ｔ Ｎ 技 術 に よ る と 、 高
々 約 ５ ０ ０ の 行 を 表 示 す る こ と が 可 能 と な る ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 中 程 度 の 解 像 度 の マ ト リ ッ ク ス ス ク リ ー ン の 場 合 、 当 業 者 に お い て は 明 白 な よ う に 、 各
画 素 を 個 別 に あ る 独 立 し た 制 御 電 極 に 接 続 す る こ と は 、 こ の た め に は 、 画 素 当 り １ つ の 接
続 が 要 求 さ れ 、 ス ク リ ー ン が 複 雑 に な る と す ぐ に 技 術 的 に 不 可 能 と な り 、 論 外 で あ る 。 こ
の 接 続 の 数 は 、 捩 れ ネ マ テ ィ ッ ク （ twisted nematic、 Ｔ Ｎ ） 及 び 超 捩 れ ネ マ テ ィ ッ ク （ s
uper twisted nematic、 Ｓ Ｔ Ｎ ） と し て 知 ら れ て い る 通 常 の 液 晶 技 術 の 場 合 の よ う に 、 用
い ら れ る 電 気 ・ 光 学 効 果 が 非 線 形 な 場 合 は 、 マ ル チ プ レ キ シ ン グ 技 術 を 用 い る こ と で 節 約
す る こ と が で き る 。 各 画 素 は 、 行 電 極 と 列 電 極 と の 交 差 に よ っ て 構 成 さ れ る 。 こ れ ら 画 素
は 、 各 々 が ｍ 個 の 画 素 を 有 す る 、 ｎ 個 の グ ル ー プ か ら 成 る マ ト リ ッ ク ス 系 と し て 配 列 さ れ
る 。 例 え ば 、 マ ト リ ッ ク ス ス ク リ ー ン の 場 合 は 、 ｎ 個 の 行 と ｍ 個 の 列 が 存 在 し 、 デ ジ ッ ト
デ ィ ス プ レ イ （ digit display） の 場 合 は 、 ｎ 桁 の デ ジ ッ ト 部 分 と ｍ 桁 の デ ジ ッ ト 部 分 が
存 在 す る 。 最 も 一 般 的 に 用 い ら れ て い る モ ー ド で あ る シ ー ケ ン シ ャ ル ア ド レ シ ン グ モ ー ド
に お い て は 、 一 度 に １ つ の 行 が 選 択 さ れ る 。 あ る 行 が 選 択 さ れ て い る 間 に 、 列 信 号 が そ の
行 内 の 全 て の 画 素 に 同 時 に 加 え ら れ 、 そ の 後 、 ア ド レ シ ン グ は 、 続 く 行 へ と 移 動 し 、 こ れ
が 最 後 の 行 ま で 行 な わ れ る 。 各 行 を 電 気 的 に リ フ レ ッ シ ュ す る 頻 度 は 、 表 示 さ れ る 画 像 の
良 好 な ビ ジ ュ ア ル 特 性 を 維 持 す る た め に は 十 分 に 高 く す る こ と を 要 求 さ れ る （ 秒 当 り 約 ５
０ 回 ） 。

10

20

30

40

50

(8) JP 2005-523477 A 2005.8.4

Ｓ Ｔ Ｎ タ イ プ の パ ッ シ ブ 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の ア ド レ シ ン グ

マ ル チ プ レ キ シ ン グ の 原 理 と そ の 限 界



【 ０ ０ ０ ７ 】
　 画 像 に ア ド レ シ ン グ す る た め に 要 求 さ れ る 時 間 は 、 １ つ の 行 に ア ド レ シ ン グ す る た め に
要 求 さ れ る 時 間 に 行 の 数 ｎ を 乗 じ た 値 と な る 。 上 述 の 方 法 に よ る と 、 ｍ × ｎ 個 の 画 素 か ら
構 成 さ れ る ス ク リ ー ン に ア ド レ シ ン グ す る た め に 、 た っ た ｍ ＋ ｎ 個 の 接 続 で 済 む 。 こ こ で
、 ｍ は 、 問 題 の マ ト リ ッ ク ス 内 の 列 の 数 を 表 す 。 図 １ に は 、 マ ル チ プ レ ッ ク ス マ ト リ ッ ク
ス ス ク リ ー ン が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 画 素 が 受 け る 信 号 は 、 そ の 画 素 に よ っ て 占 め ら れ る 交 差 部 を 構 成 す る 行 に 加 え ら れ る 信
号 と 列 に 加 え ら れ る 信 号 と の 間 の 差 か ら 成 る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ に 示 さ れ る よ う な ス ク リ ー ン は 、 ” パ ッ シ ブ ス ク リ ー ン （ passive screen） ” と 呼
ば れ 、 こ れ は 、 画 素 を 電 気 的 に 互 い に 絶 縁 す る こ と を 可 能 に す る ア ク テ ィ ブ 素 子 は 含 ま な
い 。 あ る 行 電 極 は 、 そ の 行 の 全 て の 画 素 に 対 し て 共 通 に 用 い ら れ 、 列 電 極 は 、 そ の 列 の 全
て の 画 素 に 対 し て 共 通 に 用 い ら れ 、 ア ク テ ィ ブ 素 子 （ 例 え ば 、 ト ラ ン ジ ス タ ） は 存 在 し な
い 。 こ の た め 、 パ ッ シ ブ ス ク リ ー ン は 、 画 素 当 り １ つ の ト ラ ン ジ ス タ 或 い は １ つ の ダ イ オ
ー ド を 含 む ア ク テ ィ ブ ス ク リ ー ン に 比 べ て 製 造 が 非 常 に 簡 単 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 た だ し 、 マ ル チ プ レ キ シ ン グ に お い て は 、 短 所 と し て 、 あ る 画 素 は 、 列 信 号 に よ っ て 、
そ の 行 が ア ク テ ィ ブ に さ れ た 間 の み で な く 、 そ の 画 像 が ア ド レ ス さ れ て い る 全 期 間 を 通 じ
て ア ド レ シ ン グ さ れ る 。 つ ま り 、 画 像 が 書 き 込 ま れ て い る 間 、 ス ク リ ー ン 上 の あ る 画 素 は
、 列 信 号 を そ の 全 列 に 渡 っ て 次 々 と 受 け 取 る こ と と な る 。 そ の 行 が 選 択 さ れ て い る 期 間 の
外 側 に お い て そ の 画 素 に 加 え ら れ る こ れ ら 列 信 号 は 、 液 晶 画 素 の 電 気 ・ 光 学 応 答 に 悪 影 響
を 及 ぼ す 妨 害 信 号 （ interfering signals） と し て 働 く も の と み な す こ と が で き る 。 よ り
具 体 的 に は 、 Ｔ Ｎ 、 Ｓ Ｔ Ｎ 、 或 い は 類 似 の タ イ プ の パ ッ シ ブ マ ト リ ッ ク ス の 場 合 、 あ る 画
素 内 の 液 晶 の 状 態 は 、 通 常 の 動 作 状 態 に お い て は 、 ほ ぼ 完 全 に 、 画 像 ア ド レ シ ン グ 時 間 の
際 に そ れ に 加 え ら れ る 電 圧 の 二 乗 平 均 値 の 平 方 根 （ 実 効 電 圧 ） の 値 の み に 依 存 す る 。 こ の
た め 、 そ の 液 晶 分 子 の 最 終 状 態 、 従 っ て 、 そ の 画 素 の 光 透 過 状 態 は 、 こ の 画 像 ア ド レ シ ン
グ 時 間 の 際 に 加 え ら れ る 実 効 電 圧 に よ っ て 決 ま る 。 行 及 び 列 信 号 を 最 適 化 し よ う と す る と
、 最 終 的 に は 、 Ａ ｌ ｔ 及 び Ｐ ｌ ｅ ｓ ｋ ｏ ら の 基 準 （ Alt and Plesko criterion） ［ 資 料 ２
］ に 至 る が 、 現 実 的 に 、 あ る ス ク リ ー ン が 有 す る こ と が で き る 行 の 数 の 上 限 は こ れ に よ っ
て 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 シ ー ケ ン シ ャ ル ア ド レ シ ン グ を 一 度 に 一 行 に 制 限 す る 根 拠 の 一 つ は 、 そ の 行 が 選 択 さ れ
る 度 に 、 あ る 与 え ら れ た 画 素 に 加 え ら れ る 電 圧 が 非 常 に 明 確 な 鮮 明 に 最 大 値 （ very clear
ly marked maximum） を 辿 る こ と に あ る 。 そ の 画 素 を 構 成 す る 液 晶 は 、 こ の と き 、 そ の 行
が ア ド レ ス さ れ て い る 際 の ２ つ の 事 象 の 間 、 つ ま り 、 ２ つ の 連 続 し た フ レ ー ム の 間 に 発 生
す る 緩 和 （ relaxing） と い う 特 徴 的 な 応 答 を 瞬 間 的 に 示 す 。 こ の た め 、 高 レ ベ ル の フ リ ッ
カ と 、 コ ン ト ラ ス ト の 見 掛 け の 損 失 （ apparent loss） が 発 生 す る 。 こ の 効 果 は 、 通 常 、
” フ レ ー ム 応 答 ” と 呼 ば れ る 。 こ の 効 果 を 抑 え る た め に は 、 低 速 な 応 答 を 有 す る 液 晶 を 選
択 す る こ と が 必 要 と な る が 、 こ れ は 、 他 方 で 、 デ ィ ス プ レ イ の 速 度 性 能 の 損 失 を 招 く こ と
と な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　
　 資 料 ［ ３ ］ は 、 Ｓ Ｔ Ｎ ス ク リ ー ン に 対 す る 新 規 の ア ド レ シ ン グ 方 法 を 提 唱 し 、 こ の 方 法
に お い て は 、 複 数 の 行 が 同 時 に 選 択 さ れ る （ こ の 方 法 は Ｍ Ｌ Ａ 或 い は Ｍ Ｌ Ｓ と 呼 ば れ る ）
。 こ の 方 法 は 、 も っ ぱ ら 、 液 晶 の 光 学 応 答 は 、 主 と し て 、 加 え ら れ た 実 効 電 圧 の 関 数 と し
て 決 ま る パ ッ シ ブ ス ク リ ー ン に 関 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 複 数 の 行 に 同 時 に ア ド レ シ ン グ す る こ と で 、 そ の フ レ ー ム 時 間 の 際 に 、 そ の 行 は 、 １ つ
の み で な く 、 複 数 の 選 択 パ ル ス を 印 加 さ れ る こ と と な る た め に 、 ” フ レ ー ム 応 答 ” 効 果 を
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大 幅 に 低 減 す る こ と が 可 能 と な る 。 こ の た め 、 よ り 速 い 応 答 時 間 を 有 す る 液 晶 を 用 い る こ
と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 た だ し 、 マ ル チ ラ イ ン セ レ ク シ ョ ン （ multi-line selection、 Ｍ Ｌ Ａ ） を 実 現 す る た め
に は 、 ” 正 規 化 さ れ 、 か つ 直 交 化 さ れ て い る ” 行 選 択 信 号 を 生 成 す る こ と を 要 求 さ れ 、 こ
の た め に は 、 し ば し ば 、 画 像 メ モ リ を ス ク リ ー ン ド ラ イ バ 回 路 （ screen driver circuit
） 内 に 組 み 込 む こ と が 要 求 さ れ 、 こ の た め に 、 よ り 高 価 な 制 御 エ レ ク ト ロ ニ ク ス が 必 要 と
な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 要 求 さ れ る タ イ プ の 信 号 を 理 解 す る た め に は 、 通 常 、 上 述 の 文 献 が 引 き 合 い に 出 さ れ る
。 ” 正 規 化 さ れ た ” な る 用 語 は 、 行 選 択 信 号 は 、 こ れ ら が 全 て 同 一 の 実 効 値 を 有 す る よ う
に 正 規 化 さ れ る 必 要 が あ る こ と を 意 味 し 、 ” 直 交 化 さ れ た ” な る 用 語 は 、 行 選 択 信 号 は 、
こ れ ら 行 選 択 信 号 の 任 意 の 一 つ と 、 あ る 別 個 の 行 に 対 す る 信 号 と を 乗 じ た と き 、 フ レ ー ム
期 間 に 渡 っ て の そ の 積 分 が 零 と な る よ う な 信 号 が 得 ら れ る よ う に 適 合 化 さ れ る 必 要 が あ る
こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　

　 資 料 ［ ４ ］ は 、 （ コ レ ス テ リ ッ ク タ イ プ の ） カ イ ラ ル コ ン ポ ー ネ ン ト を 有 す る 双 安 定 液
晶 を 用 い る ス ク リ ー ン に 適 用 さ れ る 、 複 数 の 行 を 同 時 に ア ド レ シ ン グ す る た め の 方 法 を 開
示 す る 。 こ の 資 料 に よ る 方 法 に お い て は 、 同 時 に ア ド レ ス さ れ る 行 は 、 互 い に 直 交 す る 信
号 に て ア ド レ ス さ れ る こ と が 要 求 さ れ る 。 コ レ ス テ リ ッ ク 液 晶 に 基 づ く ス ク リ ー ン を ベ ー
ス と す る ス ク リ ー ン で は 、 ４ つ の ア ド レ シ ン グ 段 階 の 幾 つ か の 際 に 画 素 に 加 え ら れ る 実 効
電 圧 を 正 確 に 制 御 す る こ と が 要 求 さ れ る 。 行 に ア ド レ シ ン グ す る た め の 信 号 と し て 、 直 交
信 号 を 用 い る こ と で 、 こ れ ら 電 圧 を 効 果 的 に 制 御 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　
　 最 近 、 新 た な 双 安 定 デ ィ ス プ レ イ が 提 唱 さ れ た （ 資 料 ［ １ ］ ） 。
　 こ れ は 、 少 な く と も 一 方 は 透 明 な 、 ２ つ の プ レ ー ト 或 い は 基 板 間 に 配 置 さ れ た コ レ ス テ
リ ッ ク 或 い は カ イ ラ ル 化 さ れ た ネ マ テ ィ ッ ク 液 晶 層 か ら 構 成 さ れ る 。 各 基 板 上 に は ２ つ の
電 極 が 配 置 さ れ 、 こ れ ら は こ れ ら プ レ ー ト の 間 に 配 置 さ れ た カ イ ラ ル 化 さ れ た ネ マ テ ィ ッ
ク 液 晶 に 電 気 制 御 信 号 を 加 え る 働 き を す る 。 こ れ ら 電 極 の 所 で は 、 ア ン カ 層 に よ っ て 液 晶
分 子 は 所 望 の 方 向 に 配 向 さ れ る 。 マ ス タ プ レ ー ト の 所 で は 、 分 子 は 、 少 し の 傾 き を 与 え て
、 強 く ア ン カ リ ン グ さ れ 、 ス レ ー ブ プ レ ー ト の 所 で は 、 こ の ア ン カ リ ン グ 力 は 弱 く 、 分 子
は 平 坦 と な る 。 こ れ ら 表 面 へ の 分 子 の ア ン カ リ ン グ は 単 安 定 性 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の デ バ イ ス は 、 更 に 、 光 学 系 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 液 晶 の ２ つ の 双 安 定 テ ク ス チ ャ 、 Ｕ （ ユ ニ ホ ー ム 或 い は 弱 く 捩 れ た 状 態 ） と 、 Ｔ （
捩 れ た 状 態 ） は 、 電 場 が 加 え ら れ て い な い 状 態 で は 、 安 定 で あ る 。 こ の 双 安 定 性 は 、 マ ス
タ プ レ ー ト 上 へ の ア ン カ リ ン グ 方 向 と 、 ス レ ー ブ プ レ ー ト 上 へ の ア ン カ リ ン グ 方 向 と の 間
に 、 零 或 い は 小 さ な 角 度 を 設 け る こ と で 達 成 さ れ る 。 こ れ ら ２ つ の テ ク ス チ ャ の 捩 れ は 、
絶 対 値 に て 、 約 １ ８ ０ ° だ け 異 な る 。 こ の ネ マ テ ィ ッ ク の 自 発 的 ピ ッ チ （ spontaneous pi
tch） ｐ ０ は 、 こ れ ら テ ク ス チ ャ Ｕ と Ｔ の エ ネ ル ギ が 実 質 的 に 等 し く な る よ う に 、 セ ル の
厚 さ ｄ の 約 ４ 倍 近 傍 の 値 （ ｐ ０ ＝ ４ ｄ ） と な る よ う に 選 択 さ れ る 。 電 場 が 加 え ら れ な い 状
態 で は 、 よ り 低 い エ ネ ル ギ を 有 す る 他 の 状 態 は 存 在 せ ず 、 Ｕ と Ｔ は 、 真 に 双 安 定 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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コ レ ス テ リ ッ ク タ イ プ の 双 安 定 Ｌ Ｃ Ｄ に ア ド レ シ ン グ す る た め の や り 方 （ 平 面 焦 点 か ら
円 錐 焦 点 へ の 変 換 ）

Ｂ ｉ Ｎ ｅ ｍ 双 安 定 ス ク リ ー ン の 説 明 （ 図 ２ ）

ア ン カ リ ン グ を 破 壊 す る こ と に よ る 一 方 の テ ク ス チ ャ か ら 他 方 の テ ク ス チ ャ へ の ス イ ッ
チ ン グ



　 こ れ ら ２ つ の 双 安 定 テ ク ス チ ャ は 幾 何 的 に 異 な り 、 一 方 の テ ク ス チ ャ か ら 他 方 の テ ク ス
チ ャ に 連 続 的 な 容 積 歪 み （ continuous volume distortion） に て 変 換 さ せ る こ と は で き な
い 。 こ の た め 、 テ ク ス チ ャ Ｕ か ら テ ク ス チ ャ Ｔ に 或 い は こ の 逆 に 変 換 す る た め に は 、 強 い
外 部 電 場 を 用 い て 表 面 上 へ の ア ン カ リ ン グ を 破 壊 す る か 、 或 い は デ ィ ス イ ン ク リ ネ ー シ ョ
ン ラ イ ン （ disinclination line） を 移 動 さ せ る こ と が 必 要 と な る 。 こ の 第 二 の 現 象 は 、
第 一 の 場 合 よ り も 、 よ り 低 速 に 進 行 し 、 こ こ で は 詳 細 な 説 明 は 割 愛 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 全 て の 液 晶 ア ラ イ メ ン ト 層 は 、 固 有 の 方 位 角 ア ン カ リ ン グ エ ネ ル ギ Ａ ｚ を 有 す る 。 こ の
エ ネ ル ギ は 常 に 有 限 で あ る 。 こ の た め 、 前 の テ ク ス チ ャ と 関 係 な く 、 電 場 が 加 え ら れ て な
い 状 態 に お い て 、 表 面 の 所 に ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク テ ク ス チ ャ を 与 え る 、 こ れ も 有 限 な 、 閾 値
電 場 Ｅ ｃ （ ア ン カ リ ン グ を 破 壊 す る た め の 閾 値 ） が 存 在 す る こ と を 示 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ア ン カ リ ン グ を 破 壊 す る た め に は 、 こ の 閾 値 電 場 Ｅ ｃ よ り 大 き な 電 場 を 加 え る こ と が 必
要 と な る 。 こ の 電 場 は 、 表 面 近 傍 の 液 晶 が 再 配 向 し 、 ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク テ ク ス チ ャ と な る
こ と が 確 保 さ れ る よ う に 、 十 分 に 長 時 間 加 え る こ と を 要 求 さ れ る 。 こ の た め に 要 求 さ れ る
時 間 の 最 小 期 間 は 、 加 え ら れ る 電 場 の 振 幅 （ 大 き さ ） 、 並 び に 、 液 晶 及 び 整 合 層 の 物 理 的
特 性 に 依 存 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 静 的 な 状 況 （ 電 場 が 数 ミ リ 秒 或 い は そ れ よ り 長 い 期 間 に 渡 っ て 加 え ら れ る よ う な 状 況 ）
に お い て は 、 こ の 閾 値 電 場 Ｅ ｃ は 、
【 数 １ 】
　
　
　
　
　
　
と な る 。 こ こ で 、 Ａ ｚ は 表 面 の 方 位 角 ア ン カ リ ン グ エ ネ ル ギ を 表 し 、 Ｋ ３ ３ は 液 晶 の 弾 性
曲 げ 係 数 （ elastic bending coefficient） を 表 し 、 △ ε は 比 誘 電 異 方 性 （ relative diel
ectric anisotoropy） を 表 し 、 ε ０ は 真 空 の 誘 電 定 数 を 表 す 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 Ｖ ｃ は 、 ア ン カ リ ン グ を 破 壊 す る た め の 電 圧 と し て 定 義 さ れ 、 Ｖ ｃ ＝ Ｅ ｃ ・ ｄ な る 関 係
を 有 す る が 、 こ こ で 、 ｄ は 液 晶 セ ル の 厚 さ を 表 す 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ア ン カ リ ン グ は 、 分 子 が プ レ ー ト に 対 し て こ の 表 面 近 傍 に お い て 垂 直 と な り 、 こ の 表 面
に よ っ て こ れ ら 分 子 に 働 き 掛 け ら れ る 戻 り ト ル ク （ return torque） が 零 に な っ た と き 、
破 壊 さ れ た と い わ れ る 。 実 際 に は 、 こ れ ら 分 子 の 配 向 （ 方 向 ） と 表 面 に 垂 直 な 方 向 と の 間
の 差 が 、 十 分 に 小 さ く 、 例 え ば 、 ０ ． ５ ° 以 下 で あ り 、 か つ 、 表 面 の 所 で 分 子 に 加 え ら れ
る ト ル ク が 十 分 に 小 さ け れ ば 、 十 分 で あ る 。 こ れ ら 条 件 が 共 に 満 た さ れ た 場 合 、 破 壊 さ れ
た 表 面 近 傍 の ネ マ テ ィ ッ ク 分 子 は 、 電 場 が 切 ら れ る と 、 不 安 定 な 平 衡 状 態 と な り 、 そ れ ら
の 最 初 の 配 向 に 戻 る か 、 或 い は 反 対 の 方 向 に 変 化 し て 最 初 の テ ク ス チ ャ と は 異 な る １ ８ ０
° だ け 捩 れ た 新 た な テ ク ス チ ャ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の 最 終 テ ク ス チ ャ は 、 加 え ら れ る 電 気 信 号 の 波 形 を 制 御 す る こ と で 決 定 さ れ 、 よ り 具
体 的 に は 、 こ れ は 電 場 が 零 に 戻 さ れ る や り 方 に 依 存 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 パ ル ス の 電 圧 を 次 第 に 下 げ た 場 合 は 、 フ ロ ー は 小 さ く 、 マ ス タ プ レ ー ト 近 傍 の 分 子 は 、
そ れ ら の 平 衡 状 態 に 向 か っ て 次 第 に 近 づ い て 行 く が 、 こ れ ら の 有 す る こ の サ ン プ ル の 中 央
部 内 の 分 子 と の 弾 性 結 合 の た め に 、 こ れ ら 中 央 部 の 分 子 も 同 様 に 同 一 の 方 向 に 傾 く 。 こ の
移 動 は 、 ス レ ー ブ プ レ ー ト に 向 か っ て 拡 散 し 、 今 度 は 、 こ れ ら 分 子 が 表 面 ト ル ク に 助 け ら
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れ て 速 や か に 同 一 の 方 向 へ と 傾 く 。 そ の 後 、 セ ル の 中 央 部 の 所 で も 、 こ の ユ ニ ホ ー ム な 状
態 Ｕ が 次 第 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 電 場 が 突 然 低 下 し た 場 合 、 液 晶 の 配 向 は 、 当 初 、 強 い 表 面 （ マ ス タ プ レ ー ト ） の 近 傍 に
お い て 、
　 　 　 　 　 　 γ １ Ｌ ２ ／ Ｋ
に 等 し い 表 面 緩 和 時 間 が 変 更 さ れ る 。 こ こ で 、 Ｌ は
　 　 　 　 　 　 Ｌ ＝ Ｋ ３ ３ ／ Ａ ｚ
で あ っ て 、 強 い 層 の 外 挿 長 （ extrapolation length） を 表 し 、 γ １ は 液 晶 の 回 転 の 際 の 粘
度 を 表 す 。 こ の 緩 和 時 間 は 、 典 型 的 に は 、 １ マ イ ク ロ 秒 （ μ ｓ ） の １ ０ 分 の １ の オ ー ダ で
あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 強 い 表 面 を こ の よ う に 短 か な 時 間 期 間 に て ス イ ッ チ ン グ す る と 、 こ の 表 面 の 近 傍 に 強 い
フ ロ ー は 起 こ り 、 こ の フ ロ ー は 容 積 内 へ と 拡 散 し 、 １ マ イ ク ロ 秒 よ り 短 い あ る 特 性 時 間 長
（ characteristic length of time） の 後 に 弱 い 表 面 （ ス レ ー ブ プ レ ー ト ） に 達 す る 。 こ
の 弱 い 表 面 （ ス レ ー ブ プ レ ー ト ） の 所 に 誘 発 さ れ る せ ん 断 力 の た め に 、 こ の 表 面 近 傍 の 分
子 に 流 体 力 学 的 ト ル ク （ hydrodynamic torque） が 生 成 さ れ る 。 こ の ト ル ク は 、 マ ス タ プ
レ ー ト の 傾 斜 に よ っ て 誘 発 さ れ る 弾 性 ト ル ク と 反 対 方 向 を 向 く 。 こ の せ ん 断 力 が 十 分 に 強
い と き は 、 弱 い 表 面 の 所 の 流 体 力 学 的 ト ル ク の 方 が よ り 強 い ト ル ク と な り 、 こ の た め 捩 れ
テ ク ス チ ャ Ｔ が 促 進 さ れ 、 こ の せ ん 断 力 が 弱 い と き は 、 弱 い 表 面 の 所 の 弾 性 ト ル ク の 方 が
よ り 強 い ト ル ク と な り 、 こ の た め ユ ニ ホ ー ム テ ク ス チ ャ Ｕ が 誘 発 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 セ ル 内 で の こ の 分 子 の 回 転 の 方 向 が 図 ２ 内 に 矢 印 に よ っ て 表 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 そ の 後 、 容 積 （ 中 身 ） は 、 γ １ ｄ ２ ／ Ｋ に 等 し い 、 あ る 特 性 容 積 緩 和 時 間 （ characteri
stic volume relaxation time） τ ｖ ｏ ｌ で 再 配 向 （ reorient） す る 。 こ こ で 、 ｄ は セ ル
の 厚 さ を 表 す 。 こ の 特 性 時 間 は 、 典 型 的 に は 、 ミ リ 秒 の オ ー ダ で あ り 、 強 い 表 面 の 緩 和 時
間 よ り か な り 大 き い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 実 際 的 な 実 施 例
　 一 般 に は 、 Ｂ ｉ Ｎ ｅ ｍ 液 晶 の ス イ ッ チ ン グ は 、 ２ 段 階 に て 行 な わ れ る ：
　
　 こ の 段 階 Ｃ は 、 ス レ ー ブ プ レ ー ト の 所 の ア ン カ リ ン グ を 破 壊 す る こ と が で き る 電 気 信 号
を 加 え る こ と か ら 成 る 。 一 般 に は 、 こ の 段 階 Ｃ を 短 く す る ほ ど 、 よ り 大 き な ピ ー ク 振 幅 を
有 す る 信 号 を 加 え る こ と を 要 求 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 あ る 振 幅 及 び 持 続 期 間 が 与 え ら れ る と 、 信 号 の 波 形 の 細 部 （ ス ロ ー プ 、 中 間 レ ベ ル 、 そ
の 他 ） は 、 ア ン カ リ ン グ が 実 際 に 破 壊 さ え で き れ ば 、 そ の 後 の 段 階 の 挙 動 に 決 定 的 な 影 響
を 及 ぼ す こ と は な い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　
　 こ の 段 階 Ｓ の 間 に 加 え ら れ る 電 圧 は 、 こ れ ら ２ つ の 双 安 定 テ ク ス チ ャ Ｕ 或 い は Ｔ の 一 方
を 選 択 で き る こ と を 要 求 さ れ る 。 上 述 の 効 果 か ら わ か る よ う に 、 一 方 の テ ク ス チ ャ か ら 他
方 の テ ク ス チ ャ へ の 切 り 換 え を 決 定 す る の は 、 各 画 素 の 端 子 に 加 え ら れ る 電 気 信 号 の 立 下
り 波 形 （ falling waveform） で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 書 込 み な る 用 語 は 、 こ こ で は 、 任 意 的 に 、 捩 れ テ ク ス チ ャ Ｔ へ の ス イ ッ チ ン グ を 表 し 、
消 去 な る 用 語 は 、 ユ ニ ホ ー ム テ ク ス チ ャ Ｕ へ の ス イ ッ チ ン グ を 表 す も の と す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 あ る 画 素 を 書 込 む 、 つ ま り 、 そ の テ ク ス チ ャ を Ｔ に ス イ ッ チ ン グ す る た め に は 、 以 下 が
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第 一 の 段 階 ： ア ン カ リ ン グ を 破 壊 す る 段 階 、 書 込 み Ｃ

第 二 の 段 階 ： 選 択 段 階 、 書 込 み Ｓ



必 要 と な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　
　 ア ン カ リ ン グ を 破 壊 す る た め に は 、 ス レ ー ブ プ レ ー ト の 所 の へ の ア ン カ リ ン グ を 破 壊 す
る た め の 電 場 よ り 大 き な 電 場 を 供 給 す る パ ル ス を 加 え 、 そ の 画 素 内 の 分 子 が 立 上 る す る の
に 十 分 に 長 い 時 間 だ け 待 つ 。 こ の 破 壊 電 場 は 、 そ の 液 晶 材 の 弾 性 及 び 電 気 的 特 性 、 並 び に
、 そ の 液 晶 材 の 、 セ ル の ス レ ー ブ プ レ ー ト 上 に 堆 積 さ れ た ア ン カ リ ン グ 層 と 相 互 作 用 の 関
数 と し て 決 ま る 。 こ れ は 、 マ イ ク ロ メ ー ト ル 当 り 数 ボ ル ト か ら 約 １ ０ ボ ル ト （ Ｖ ／ μ ｍ ）
の レ ン ジ 内 に 入 る 。 分 子 を 立 ち 上 げ る た め に 要 求 さ れ る 時 間 は 、 用 い ら れ る 材 料 の 回 転 粘
度 （ rotational viscosity） γ に 正 比 例 し 、 誘 電 異 方 性 に 反 比 例 す る と と も に 、 加 え ら れ
る 電 場 の 二 乗 に 反 比 例 す る 。 実 際 に は 、 こ の 時 間 は 、 約 ２ ０ Ｖ ／ μ ｍ な る 電 場 を 用 い た 場
合 、 数 マ イ ク ロ 秒 ま で 短 縮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　
　 そ の 後 、 単 に 電 場 を 素 早 く 下 げ 、 制 御 電 圧 の 、 マ イ ク ロ 秒 或 い は 最 大 で も 数 十 マ イ ク ロ
秒 内 で の 、 当 然 の 下 落 を 起 す こ と で 十 分 で あ る 。 こ の 電 圧 、 つ ま り 、 振 幅 の 突 然 の 下 降 △
Ｖ に よ っ て 液 晶 内 に 十 分 に 強 い 流 体 力 学 的 効 果 を 誘 発 さ れ る 。 テ ク ス チ ャ Ｔ を 生 成 す る た
め に は 、 こ の 下 降 に よ り 、 加 え ら れ る 電 圧 が 、 ア ン カ リ ン グ 破 壊 電 圧 Ｖ ｃ よ り 大 き な あ る
値 か ら こ れ よ り 小 さ な 値 に ス イ ッ チ す る こ と が 要 求 さ れ る 。 加 え ら れ た 電 場 が 下 降 す る ま
で に 要 求 さ れ る 時 間 は 、 そ の 持 続 時 間 の １ ０ 分 の １ 以 下 、 或 い は 長 い パ ル ス の 場 合 は 、 ５
０ マ イ ク ロ 秒 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ３ ａ １ 及 び ３ ａ ２ は 、 テ ク ス チ ャ Ｔ を 誘 発 す る た め の パ ル ス の ２ つ の 実 現 を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ３ ａ １ に お い て は 、 パ ル ス は 、 Ｐ １ ＞ Ｖ ｃ な る 振 幅 Ｐ １ と 、 持 続 期 間 τ １ を 有 す る 第
一 の シ ー ケ ン ス と 、 こ れ に 続 く 、 Ｐ ２ ＞ Ｖ ｃ か つ Ｐ ２ ＞ △ Ｖ な る 、 Ｐ １ よ り 少 し 小 さ な 振
幅 Ｐ ２ と 、 持 続 期 間 τ ２ を 有 す る 第 二 の シ ー ケ ン ス と か ら 成 り 、 こ の 第 二 の シ ー ケ ン ス は
突 然 零 に ス イ ッ チ ン グ す る 。 図 ３ ａ ２ に お い て は 、 パ ル ス は 、 振 幅 Ｐ １ ＞ Ｖ ｃ と 、 持 続 期
間 τ １ を 有 す る 第 一 の シ ー ケ ン ス と 、 こ れ に 続 く 、 Ｐ ２ ＜ Ｖ ｃ か つ （ Ｐ １ － Ｐ ２ ） ＞ △ Ｖ
な る 振 幅 Ｐ ２ と 、 持 続 期 間 τ ２ を 有 す る 第 二 の シ ー ケ ン ス と か ら 成 る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 消 去 の た め に は 、 以 下 が 必 要 と な る ：
　
　 書 込 み の 場 合 と 同 様 に 、 ス レ ー ブ プ レ ー ト の 所 の ア ン カ リ ン グ を 破 壊 す る た め の 電 場 よ
り 大 き な 電 場 を 供 給 す る パ ル ス を 加 え 、 そ の 画 素 内 の 分 子 が 立 上 る す る の に 十 分 に 長 い 時
間 だ け 待 つ 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　
　 次 に 、 ” ゆ る や か な ” 下 降 を 実 現 す る 。 資 料 ［ １ ］ は 、 こ の よ う な ” ゆ る や か な ” 下 降
を 実 現 す る た め の ２ つ の や り 方 を 提 唱 す る が 、 こ れ ら が 図 ３ ｂ １ 及 び ３ ｂ ２ に 簡 略 的 に 示
さ れ て い る 。 消 去 信 号 は 、 振 幅 Ｐ １ と 持 続 期 間 τ １ の パ ル ス と 、 こ れ に 続 く 、 持 続 期 間 τ

２ を 有 し 、 こ の パ ル ス の 持 続 期 間 よ り ３ 倍 以 上 大 き な 下 降 時 間 を 有 す る ス ロ ー プ を 有 す る
パ ル ス と し て （ 図 ３ ｂ １ ） か 、 或 い は ２ つ の 平 坦 域 （ plateaus） を 有 す る 信 号 の 形 態 の 階
段 状 の 下 降 （ staircase decent） と し て 実 現 さ れ る （ ３ ｂ ２ ） 。 （ 後 者 の 信 号 は 、 振 幅 Ｐ
１ と 持 続 期 間 τ １ の 第 一 の シ ー ケ ン ス と 、 こ れ に 続 く 、 Ｐ ２ ＞ Ｖ ｃ か つ Ｐ ２ ＜ △ Ｖ 、 或 い
は Ｐ ２ ＜ Ｖ ｃ か つ （ Ｐ １ － Ｐ ２ ） ＜ △ Ｖ な る 振 幅 Ｐ ２ と 持 続 期 間 τ ２ の 第 二 の シ ー ケ ン ス
か ら 成 る ） 。 ２ つ の 段 階 を 有 す る こ の 階 段 状 の 下 降 の 方 が デ ジ タ ル 電 子 手 段 を 用 い て 実 現
す る に は 簡 単 で あ り 、 こ の た め 、 ス ロ ー プ 波 形 に つ い て は こ こ で は 詳 細 に は 説 明 し な い 。
た だ し 、 ２ つ よ り 多 く の 平 坦 域 を 有 す る 下 降 を 考 案 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
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　 テ ク ス チ ャ を 一 方 か ら 他 方 に ス イ ッ チ ン グ す る こ と が で き る パ ル ス の 波 形 が 図 ３ に 示 さ
れ て い る （ 資 料 ［ １ ］ 及 び 資 料 ［ ２ ］ 参 照 ） 。 こ の 平 坦 域 の 電 圧 及 び 持 続 期 間 （ Ｐ １ 、 τ

１ ） 及 び （ Ｐ ２ 、 τ ２ ） は 以 下 の 例 の よ う に し て 実 験 的 に 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 Ｂ ｉ Ｎ ｅ ｍ へ の マ ル チ プ レ キ シ ン グ 原 理 の 適 用
　 考 慮 下 の Ｂ ｉ Ｎ ｅ ｍ も 、 同 様 に 、 ｎ × ｍ 画 素 の 形 態 を 有 し （ 図 １ ） 、 各 画 素 は 、 上 述 の
よ う に 、 ２ つ の 各 基 板 上 に 配 置 さ れ た ２ つ の 直 行 す る 導 電 ス ト リ ッ プ が 交 差 す る 所 に 形 成
さ れ る 。 行 Ｎ ＋ １ と 列 Ｍ か ら 形 成 さ れ る 画 素 が 影 に て 示 さ れ て い る 。 こ の デ バ イ ス の 接 続
及 び 電 子 回 路 は 基 板 或 い は 補 助 カ ー ド 上 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ れ ら 画 素 に 加 え ら れ る 書 込 み 及 び 消 去 信 号 は 、 行 信 号 と 列 信 号 を 組 み 合 わ せ て 形 成 さ
れ る 。 こ れ ら 信 号 は 、 問 題 の ス ク リ ー ン の 、 行 毎 の 、 つ ま り 、 迅 速 な 、 書 込 み 及 び 消 去 を
可 能 に す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ れ ら 行 及 び 列 に 加 え ら れ る 信 号 は 、 結 果 と し て 、 あ る 画 素 の 端 子 間 に 現 れ る 電 圧 が 、
図 ３ に 示 さ れ る よ う な タ イ プ と な る こ と を 要 求 さ れ る 。 つ ま り 、 行 書 込 み 時 間 の 際 に 画 素
に 加 え ら れ る 電 圧 は 、 要 求 に 応 じ て 、 一 方 に お い て は 、 突 然 停 止 し 、 △ Ｖ 以 上 の 突 然 の 電
圧 の 降 下 を も た ら し 、 （ 通 常 は 光 学 的 に 暗 い ） 捩 れ テ ク ス チ ャ Ｔ を 形 成 し 、 他 方 に お い て
は 、 階 段 状 に 次 第 に 下 降 し 、 （ 通 常 は 光 学 的 に 明 る い ） ユ ニ ホ ー ム テ ク ス チ ャ Ｕ を 形 成 す
る よ う な パ ル ス で あ る こ と が 要 求 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 以 下 で は 、 マ ル チ プ レ ク シ ン グ に よ り 、 テ ク ス チ ャ Ｔ か ら Ｕ 或 い は こ の 逆 へ の ス イ ッ チ
ン グ で き る か 否 か の 可 能 性 に つ い て 、 図 ４ に 与 え ら れ る 電 気 ・ 光 学 曲 線 を 用 い て 解 説 す る
。 Ｂ ｉ Ｎ ｅ ｍ の 画 素 は 、 固 定 さ れ た 値 Ｐ １ と 、 可 変 の 値 Ｐ ２ と を 有 す る ２ つ の 平 坦 域 を 有
す る パ ル ス に て ア ド レ ス さ れ る 。 光 の 透 過 は 、 Ｐ １ を １ ６ Ｖ に 固 定 し た と き の 、 第 二 の 平
坦 域 Ｐ ２ の 値 の 関 数 と し て 与 え ら れ る 。 こ れ ら パ ル ス の 持 続 期 間 は 、 ０ ． ８ ミ リ 秒 と さ れ
る 。 こ の 例 に お い て 与 え ら て い る 偏 光 子 の 配 向 で は 、 最 小 透 過 は 状 態 Ｔ に 対 応 し 、 最 大 透
過 は 状 態 Ｕ に 対 応 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　
　 電 圧 Ｐ ２ を 約 １ １ ボ ル ト よ り 大 き な 場 合 は 、 平 坦 域 ２ の 終 端 に お け る 電 圧 の 降 下 は 、 書
き 込 み に 対 し て 十 分 な も の と な る 。 電 圧 Ｐ ２ が ５ ボ ル ト よ り 小 さ な 場 合 は 、 時 間 τ １ の 終
端 に お け る 電 圧 の 降 下 に よ り 書 込 み は 終 了 し 、 こ の 平 坦 域 ２ の 電 圧 は Ｖ ｃ よ り 低 く 、 こ の
た め 、 こ の 終 端 に お け る 電 圧 の 降 下 は 、 も は や テ ク ス チ ャ の ス イ ッ チ ン グ を 起 さ な い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 書 込 み の た め に 必 要 と さ れ る 電 圧 降 下 の 値 は 、 Ｐ １ ＝ １ ６ Ｖ 及 び Ｖ ｃ ＝ ６ Ｖ と さ れ た 場
合 は 、 約 １ ０ ボ ル ト と な る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　
　 図 ４ の 曲 線 か ら わ か る よ う に 、 消 去 は 、 電 圧 Ｐ ２ Ｅ が ６ Ｖ か ら ９ Ｖ の 範 囲 内 に 入 る こ と
で 行 な わ れ る 。 こ の 電 圧 レ ン ジ 内 で は 、 時 間 τ １ の 終 端 に お い て 、 ス レ ー ブ プ レ ー ト 近 傍
の 分 子 は 、 フ ロ ー の 勢 い に 巻 き 込 ま れ て 書 込 み 方 向 に 向 か う 。 破 壊 電 圧 よ り 少 し 高 い 平 坦
域 ２ の 際 に 、 こ れ ら は 、 殆 ど 垂 直 で は あ る が 、 マ ス タ プ レ ー ト と の 弾 性 結 合 の た め に 、 少
し 消 去 方 向 に 傾 い た 状 態 と な る 。 時 間 τ ２ の 終 端 に お け る 、 △ Ｖ よ り 小 さ な 電 圧 降 下 に よ
り 、 第 二 の フ ロ ー が 起 こ る が 、 こ れ は 分 子 を 直 立 さ せ 、 そ の 方 向 に 納 め る 、 つ ま り 、 書 込
み 状 態 と す る に は 弱 過 ぎ る 。 ” ゆ る や か な ” 降 下 は 、 こ う し て 、 ２ つ の 段 階 に て 実 現 さ れ
る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ れ ら テ ク ス チ ャ の 一 方 或 い は 他 方 に 対 応 す る 第 二 の 平 坦 域 の 電 圧 が 図 ５ に は 示 さ れ て
い る 。
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【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ の 例 に お い て は 、 持 続 期 間 τ １ を 有 す る 段 階 Ｃ の 際 に は ア ン カ リ ン グ を 破 壊 す る の に
適 当 な 電 圧 Ｐ １ が 加 え ら れ 、 持 続 期 間 τ ２ を 有 す る 段 階 Ｓ の 際 に は 電 圧 Ｐ ２ が 加 え ら れ る
。 こ う し て 得 ら れ る テ ク ス チ ャ は Ｐ ２ の 値 に 依 存 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　
　 Ｆ １ と Ｆ ２ は 、 図 ４ の 光 透 過 曲 線 内 の 湾 曲 の 立 上 り 点 或 い は 立 下 り 点 に 位 置 す る ２ つ の
動 作 点 と し て 定 義 さ れ る 。 こ こ で は 、 一 例 と し て 、 Ｆ ２ に つ い て 考 え る 。 こ の 動 作 点 Ｆ ２
に 対 応 す る 電 圧 は １ １ Ｖ に 等 し く 、 行 信 号 の 第 二 の 平 坦 域 Ａ ２ の 電 圧 に 対 応 さ せ る こ と が
で き る 。 列 電 圧 Ｃ ＝ ２ Ｖ の 値 は 、 テ ク ス チ ャ Ｔ （ 最 小 透 過 ） 或 い は テ ク ス チ ャ Ｕ （ 最 大 透
過 ） の い ず れ か に 対 応 す る 画 素 電 圧 を 得 る た め に 必 要 と さ れ る 電 圧 差 に 対 応 す る 。 こ の 条
件 に お い て は 、 画 素 に 加 え ら れ る 第 二 の 平 坦 域 の 値 は 、 書 込 み （ テ ク ス チ ャ Ｕ ） に 対 し て
は 、 Ｐ ２ Ｉ ＝ Ａ ２ ＋ Ｃ と な り 、 消 去 （ テ ク ス チ ャ Ｔ ） に 対 し て は 、 Ｐ ２ Ｅ ＝ Ａ ２ － Ｃ と な
り ；
　 行 信 号 に 対 し て は 、 Ａ １ ＝ １ ６ Ｖ 、 Ａ ２ ＝ １ ０ Ｖ と な り 、
　 列 信 号 に 対 し て は 、 Ｃ ＝ ２ Ｖ と な り 、
　 画 素 の 端 子 間 の 信 号 に 対 し て は 、 Ｐ １ ＝ １ ６ Ｖ 、 Ｐ ２ Ｅ ＝ ８ Ｖ 、 Ｐ ２ Ｉ ＝ １ ２ Ｖ と な る
。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 こ れ ら 値 は 、 液 晶 並 び に ア ラ イ メ ン ト 層 の 特 性 に よ っ て 異 な り 、 同 一 の 原 理 に 基 づ い て
他 の 材 料 を 用 い て 製 造 さ れ る 他 の ス ク リ ー ン に 対 し て も 、 簡 単 な 調 節 す る こ と が で き る 。
資 料 ［ ６ ］ に は １ つ の 例 が 与 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 ６ は 、 上 で 定 義 さ れ た 動 作 点 Ｆ ２ が 選 択 さ れ た と き の 書 込 み 及 び 消 去 に 対 す る 行 及 び
列 信 号 の 原 理 を 示 す 。 行 信 号 （ 図 ６ ａ ） は 、 ２ つ の 平 坦 域 を 含 む 。 第 一 の 平 坦 域 は 、 時 間
期 間 τ １ に お い て 電 圧 Ａ １ を 提 供 し 、 第 二 の 平 坦 域 は 時 間 期 間 τ ２ に お い て 第 二 の 電 圧 Ａ
２ を 提 供 す る 。 振 幅 Ｃ を 有 す る 列 信 号 （ 図 ６ ｂ 及 び ６ ｃ ） は 、 時 間 期 間 τ ２ に お い て の み
加 え ら れ 、 そ れ が 消 去 の た め に 要 求 さ れ る か 、 或 い は 書 込 み の た め に 要 求 さ れ る か に よ っ
て 正 或 い は 負 と さ れ る 。 時 間 期 間 τ ３ は こ れ ら ２ つ の パ ル ス を 分 離 す る 。 図 ６ ｄ 及 び ６ ｅ
は 、 そ れ ぞ れ 、 消 去 さ れ る 画 素 の 端 子 に 加 え ら れ る 信 号 と 、 書 込 ま れ る 画 素 の 端 子 に 加 え
ら れ る 信 号 を 示 す 。 こ れ ら 信 号 は 非 常 に 単 純 で あ り 、 こ れ ら 全 て の パ ラ メ ー タ は 、 ス ク リ
ー ン の 特 性 に 合 わ せ て 簡 単 に 調 節 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　
　 フ ラ ン ス に お い て ２ ０ ０ ２ 年 ２ 月 ６ 付 け に て 出 願 さ れ た 特 許 出 願 第 ０ ２ ／ ０ １ ４ ４ ８ 号
に お い て 、 出 願 人 は 、 Ｂ ｉ Ｎ ｅ ｍ タ イ プ の デ ィ ス プ レ イ に 対 す る 、 列 信 号 を 最 適 化 す る こ
と 目 指 す 様 々 な 改 善 に つ い て 開 示 し て い る 。 以 下 で は 、 こ れ ら 改 善 に つ い て 、 こ れ ら を 本
出 願 に 組 み 込 む た め に 再 確 認 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 こ の 資 料 に お い て は 、 ス ク リ ー ン の 列 電 極 に 加 え ら れ る 信 号 の パ ラ メ ー タ が 、 画 素 妨 害
パ ル ス （ interfering pixel pulses） の 実 効 電 圧 が フ リ ー デ リ ッ ク （ Ｆ ｒ ｅ ｅ ｄ ｅ ｒ ｉ ｃ
ｋ ｓ ｚ ） 電 圧 よ り 低 い 値 に 低 減 さ れ る よ う に 適 合 化 さ れ 、 こ れ に よ っ て ア ド レ シ ン グ の 際
の 妨 害 光 学 効 果 （ interfering optical effects） が 低 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　
　 こ の 新 た な 列 信 号 Ｃ ’ は 、 時 間 期 間 τ ｃ ＜ τ ２ だ け 加 え ら れ 、 振 幅 Ｃ に つ い て は 、 段 階
Ｃ と 実 質 的 に 同 一 の オ ー ダ に 維 持 さ れ る 。 こ れ は 、 Ｃ ’ の 増 加 は 、 画 素 に 加 え ら れ る 妨 害
電 圧 の 実 効 値 の 増 加 を も た ら し 、 逆 に 、 Ｃ ’ を 低 減 す る と 、 図 ４ の 電 気 光 学 曲 線 に よ っ て
示 さ れ る 制 約 の た め に 、 ス イ ッ チ ン グ が 起 こ ら な く な る た め で あ る 。 こ の 例 で は 、 選 択 段
階 は 、 以 前 よ り も 、 持 続 期 間 τ ｃ だ け 短 縮 さ れ る 。
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従 来 の 技 術 に よ る Ｂ ｉ Ｎ ｅ ｍ ｓ の マ ル チ プ レ キ シ ン グ

資 料 ［ ７ ］ に 従 っ て の 列 信 号 の 最 適 化

例 １ ： 列 パ ル ス の 持 続 期 間 の 低 減



【 ０ ０ ５ ９ 】
　 例 １ に 対 応 す る 信 号 が 図 ７ に 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 ７ に お い て 、 よ り 具 体 的 に は 、 図 ７ ａ は 行 信 号 を 示 し 、 図 ７ ｂ は 列 消 去 信 号 を 示 し 、
図 ７ ｃ は 列 書 込 み 信 号 を 示 し 、 図 ７ ｄ は 画 素 消 去 信 号 を 示 し 、 そ し て 、 図 ７ ｅ は 画 素 書 込
み 信 号 を 示 す 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 列 信 号 の 持 続 期 間 を 短 縮 す る こ と で 、 以 下 の ２ つ の 利 益 が 得 ら れ る ：
　 １ ） こ の バ リ エ ー シ ョ ン に よ る と 、 選 択 さ れ な い 行 内 の 画 素 は 、 こ の 電 圧 Ｃ ’ を 、 例 え
ば 、 ほ ぼ τ ２ ／ ２ に 等 し い 時 間 期 間 τ ｃ の 際 に の み 印 加 さ れ る こ と と な る た め に 、 妨 害 信
号 を 最 小 限 に 押 さ れ る こ と が 可 能 と な る 。 ２ ） 列 信 号 を 短 縮 化 す る 一 方 で 、 そ の 下 降 を 行
信 号 の そ れ と と 同 期 さ せ る こ と で 、 画 素 信 号 の ” ゆ る や か な ” 下 降 を 、 ３ つ の 平 坦 域 を 通
じ て 達 成 す る こ と が 可 能 と な る 。 こ の 方 法 に よ る と 、 消 去 の 際 の 、 液 晶 の 流 体 力 学 的 フ ロ
ー は 、 ２ つ の 平 坦 域 を 有 す る パ ル ス に て 得 ら れ る そ れ と 比 較 し て 低 減 す る 。 同 一 の 行 電 圧
を 用 い た 場 合 、 こ れ ら ３ つ の 平 坦 域 の 各 々 の 間 の 最 大 瞬 間 電 圧 下 降 は 、 例 え ば 、 ２ つ の 平
坦 域 の 間 の そ れ よ り 小 さ く な る 。 従 っ て 、 こ の や り 方 の 方 が 、 ユ ニ ホ ー ム テ ク ス チ ャ Ｕ に
向 か っ て の 傾 斜 を よ り 促 進 す る 。 書 込 み に 関 し て は 、 最 大 瞬 間 電 圧 下 降 は 同 一 で あ る た め
に 、 流 体 力 学 的 フ ロ ー は ２ つ の 平 坦 域 を 有 す る 場 合 と 比 較 し て 変 わ ら な い 。 発 明 者 ら に よ
る と 、 こ の 方 法 に よ る と 、 制 御 電 極 を 複 雑 化 さ せ る こ と な く 、 液 晶 材 の 粘 度 が 低 温 に お い
て 増 加 し た 場 合 で も 、 こ れ ら ２ つ の 状 態 間 の ス イ ッ チ ン グ を 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 よ り 詳 細 に は 、 図 ７ に 示 さ れ る 信 号 は 、 以 下 の よ う な 特 徴 を 有 す る ：
　 図 ７ に 示 さ れ る 行 信 号 は 、 持 続 期 間 τ １ と 振 幅 Ａ １ を 有 す る 第 一 の シ ー ケ ン ス と 、 こ れ
に 続 く 、 （ 持 続 期 間 τ １ よ り 大 き な ） 持 続 期 間 τ ２ と （ 振 幅 Ａ １ よ り 小 さ な ） 振 幅 Ａ ２ を
有 す る 第 二 の シ ー ケ ン ス か ら 成 る 。 こ れ ら ２ つ の シ ー ケ ン ス の 立 上 り フ ロ ン ト と 立 下 り フ
ロ ン ト は 実 質 的 に 垂 直 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 ７ ｂ に 示 さ れ る 列 消 去 信 号 は 、 持 続 期 間 τ ｃ と 図 ７ ａ に 示 さ れ る 行 信 号 と 同 一 の 極 性
の 振 幅 Ｃ ’ と を 有 す る パ ル ス か ら 成 る 。 こ の 信 号 の 立 上 り 及 び 立 下 り フ ロ ン ト は 実 質 的 に
垂 直 で あ る 。 持 続 期 間 持 続 期 間 τ ｃ は 持 続 期 間 τ ２ よ り 短 い 。 こ の 列 消 去 信 号 の 立 下 り フ
ロ ン ト は 、 行 信 号 の 立 下 り フ ロ ン ト と 同 期 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 図 ７ ｃ に 示 さ れ る 列 書 込 み 信 号 は 、 図 ７ ｂ に 示 さ れ る 列 消 去 信 号 と 極 性 が 反 転 さ れ る 点
で 異 な る 。 こ う し て 、 図 ７ ｃ に 示 さ れ る パ ル ス は 、 持 続 期 間 τ ｃ と 、 垂 直 の 立 上 り 及 び 立
下 り フ ロ ン ト を 有 す る 振 幅 Ｃ ’ と を 有 し 、 こ の 立 下 り フ ロ ン ト は 、 行 信 号 の 立 下 り フ ロ ン
ト と 同 期 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 図 ７ ｄ に 示 さ れ る よ う に 、 消 去 の 際 に 画 素 の 端 子 間 に 存 在 す る 電 圧 は 、 垂 直 の 立 上 り 及
び 立 下 り フ ロ ン ト を 有 す る 一 連 の ３ つ の 平 坦 域 （ crenellations） か ら 成 る 。 第 一 の 平 坦
域 は 、 振 幅 Ａ １ と 、 持 続 期 間 τ ｃ を 有 し 、 第 二 の 平 坦 域 は 、 振 幅 Ａ ２ と 持 続 期 間 τ ２ － τ

ｃ を 有 し 、 第 三 の 平 坦 域 は 振 幅 Ａ ２ － Ｃ ’ と 持 続 期 間 τ ｃ を 有 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 図 ７ ｅ に 示 さ れ る よ う に 、 書 込 み の 際 に 画 素 の 端 子 間 に 存 在 す る 電 圧 も 、 同 様 に 、 垂 直
の 立 上 り 及 び 立 下 り フ ロ ン ト を 有 す る 一 連 の ３ つ の 平 坦 域 か ら 成 る 。 第 一 の 平 坦 域 は 振 幅
Ａ １ と 、 持 続 期 間 τ ｃ を 有 し 、 第 二 の 平 坦 域 は 、 振 幅 Ａ ２ と 持 続 期 間 τ ２ － τ ｃ を 有 し 、
第 三 の 平 坦 域 は 振 幅 Ａ ２ ＋ Ｃ ’ と 持 続 期 間 τ ｃ を 有 す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 た だ し 、 図 ７ ｅ か ら わ か る よ う に 、 画 素 を 消 去 す る 際 は 、 中 間 の 平 坦 域 は 、 最 も 高 い 初
期 振 幅 Ａ １ と 最 も 低 い 最 終 振 幅 Ａ ２ － Ｃ ’ と の 間 の 振 幅 Ａ ２ を 有 す る の に 対 し て 、 画 素 を
書 込 む 際 に は 、 こ の 中 間 の 振 幅 Ａ ２ は 、 最 も 高 い 初 期 振 幅 Ａ １ 及 び 最 終 振 幅 Ａ ２ ＋ Ｃ ’ よ
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り 低 い 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　
　 列 信 号 の 波 形 は 、 長 方 形 の パ ル ス か ら 構 成 さ れ る 従 来 の 列 信 号 と 比 較 し て そ の 実 効 電 圧
が 低 減 す る よ う に 修 正 さ れ る 。 列 信 号 の 持 続 期 間 も 、 バ リ エ ー シ ョ ン １ の 利 点 が 得 ら れ る
よ う に 、 従 来 の 持 続 期 間 τ ２ よ り 短 縮 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 例 示 １
　 第 一 の 例 に お い て は 、 傾 斜 タ イ プ の 列 信 号 が 用 い ら れ る 。 こ の 列 信 号 の 振 幅 は 、 そ の 最
大 ピ ー ク 電 圧 Ｃ ” に 達 す る ま で は 線 形 的 に 増 加 し 、 そ の 後 、 突 然 に 、 行 パ ル ス の 終 端 と 同
期 し て 、 零 に 落 ち る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 こ の 列 信 号 Ｃ ” の 最 大 値 は 、 従 来 の 値 Ｃ よ り 増 加 さ れ 、 こ れ に よ っ て ２ つ の テ ク ス チ ャ
間 の ス イ ッ チ ン グ が よ り 容 易 に さ れ る （ 図 ４ の 電 気 光 学 曲 線 を 参 照 ） 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 こ の よ う な 信 号 の 一 例 が 図 ８ に 示 さ れ て い る 。 こ の ケ ー ス に お い て も 、 図 ８ ａ は 行 信 号
を 示 し 、 図 ８ ｂ は 列 消 去 信 号 を 示 し 、 図 ８ ｃ は 列 書 込 み 信 号 を 示 し 、 図 ８ ｄ は 画 素 消 去 信
号 を 示 し 、 図 ８ ｅ は 画 素 書 込 み 信 号 を 示 す 。 列 パ ル ス は 、 持 続 期 間 τ ｃ を 有 し 、 こ の 波 形
は 、 最 大 Ｃ ” と 、 傾 斜 と か ら 成 る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 よ り 詳 細 に は 、 図 ８ に 示 さ れ る 信 号 は 、 以 下 の よ う な 特 徴 を 有 す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 図 ８ ａ に 示 さ れ る 行 信 号 は 、 持 続 期 間 τ １ と 振 幅 Ａ １ を 有 す る 第 一 の シ ー ケ ン ス と 、 こ
れ に 続 く 、 （ τ １ よ り も 大 き な ） 持 続 期 間 τ ２ と （ 振 幅 Ａ １ よ り 小 さ な ） 振 幅 Ａ ２ を 有 す
る 第 二 の シ ー ケ ン ス と か ら 成 る 。 こ れ ら ２ つ の シ ー ケ ン ス の 立 上 り 及 び 立 下 り フ ロ ン ト は
、 実 質 的 に 垂 直 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 図 ８ ｂ に 示 さ れ る 列 消 去 信 号 は 、 持 続 期 間 τ ２ と 、 振 幅 Ｃ ” に 到 達 す る ま で 線 形 的 に 傾
斜 し て 上 昇 す る 立 上 り フ ロ ン ト と 、 こ れ に 続 く 、 垂 直 に 下 降 す る 立 下 り フ ロ ン ト を 有 す る
、 パ ル ス か ら 成 る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 図 ８ ｃ に 示 さ れ る 列 書 込 み 信 号 は 、 図 ８ ｂ に 示 さ れ る 列 消 去 信 号 と 極 性 が 反 転 さ れ る 点
で 異 な る 。 こ う し て 、 図 ８ ｃ に 示 さ れ る よ う に 、 こ の パ ル ス は 、 持 続 期 間 τ ｃ と 、 最 大 振
幅 Ｃ ” に 到 達 す る ま で 線 形 的 に 上 昇 す る 立 上 り フ ロ ン ト と 、 こ れ に 続 く 、 垂 直 な 立 下 り フ
ロ ン ト を 有 す る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 消 去 の 際 に 画 素 の 端 子 間 に 存 在 す る 電 圧 は 、 図 ８ ｄ に 示 さ れ る よ う に 、 ３ つ の 一 連 の シ
ー ケ ン ス か ら 成 る 。 第 一 の シ ー ケ ン ス は 、 振 幅 Ａ １ と 持 続 期 間 τ １ を 有 し 、 第 二 の シ ー ケ
ン ス は 、 振 幅 Ａ ２ と 持 続 期 間 τ ２ － τ ｃ を 有 し 、 第 三 の シ ー ケ ン ス の 振 幅 は 、 初 期 振 幅 Ａ
２ か ら 最 終 振 幅 Ａ ２ － Ｃ ” へ と 、 持 続 期 間 τ ｃ を か け て 、 次 第 に 低 下 す る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 こ の ケ ー ス に お い て も 、 図 ８ ｄ の 値 Ａ ２ は 、 中 間 値 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 書 込 み の 際 に 画 素 の 端 子 間 に 存 在 す る 電 圧 も 、 同 様 に 、 ３ つ の 一 連 の シ ー ケ ン ス か ら 成
る 。 第 一 の シ ー ケ ン ス は 、 振 幅 Ａ １ と 持 続 期 間 τ １ を 有 し 、 第 二 の シ ー ケ ン ス は 、 振 幅 Ａ
２ と 持 続 期 間 τ ２ － τ ｃ を 有 し 、 第 三 の シ ー ケ ン ス の 振 幅 は 、 初 期 値 Ａ ２ か ら よ り 高 い 値
Ａ ２ ＋ Ｃ ” へ と 、 持 続 期 間 τ ｃ を か け て 、 次 第 に 増 加 す る 。 値 Ａ ２ は 、 こ の ケ ー ス に お い
て も 、 図 ８ ｄ の 場 合 と 同 様 に 、 図 ７ ｅ と 類 似 の 値 を 有 す る 、 中 間 値 と な る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 例 示 ２
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例 ２ ： 列 パ ル ス の 波 形 の 修 正



　 こ の 第 二 の 例 に お い て は 、 お の お の 持 続 期 間 τ ｃ １ と 、 τ ｃ ２ を 有 す る ２ つ の 平 坦 域 Ｃ
１ 、 Ｃ ２ を 掛 け て 増 加 す る 列 信 号 が 用 い ら れ る 。 こ の よ う な 信 号 の 一 例 が 図 ９ に 示 さ れ て
い る 。 こ こ で も 、 図 ９ ａ は 行 信 号 を 示 し 、 図 ９ ｂ は 列 消 去 信 号 を 示 し 、 図 ９ ｃ は 列 書 込 み
信 号 を 示 し 、 図 ９ ｄ は 画 素 消 去 信 号 を 示 し 、 図 ９ ｅ は 画 素 書 込 み 信 号 を 示 す 。 列 パ ル ス は
、 τ ｃ ＝ τ ｃ １ ＋ τ ｃ ２ な る 持 続 期 間 を 有 し 、 こ の 波 形 は ２ つ の 平 坦 域 を 有 す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】

　 あ る 液 晶 材 は 、 直 流 電 圧 に 曝 さ れ る と 、 電 気 分 解 に よ る 劣 化 を 受 け る と い う 問 題 に 対 処
す る た め に 、 し ば し ば 、 １ つ の 有 効 な や り 方 と し て 、 画 素 に は 平 均 値 零 の 信 号 が 加 え ら れ
る 。 図 １ ０ 、 １ １ 、 及 び １ ２ は 、 図 ６ の 理 論 上 の 信 号 を 、 平 均 値 零 を 有 す る 対 称 信 号 に 変
換 す る た め の 方 法 を 示 す 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 図 １ ０ に は 、 ” 行 対 称 化 ” と 呼 ば れ る 方 式 が 示 さ れ る 。 こ の 方 式 に お い て は 、 互 い に 反
対 の 極 性 を 有 す る 同 一 の 信 号 を 交 互 に 送 る こ と で 、 行 選 択 信 号 が 形 成 さ れ る 。 こ こ で 、 図
１ ０ ａ は 行 信 号 を 示 し 、 図 １ ０ ｂ は 列 消 去 信 号 を 示 し 、 図 １ ０ ｃ は 、 列 書 込 み 信 号 を 示 し
、 図 １ ０ ｄ は あ る 画 素 の 端 子 間 の 消 去 信 号 を 示 し 、 １ ０ ｅ は あ る 画 素 の 端 子 間 の 書 込 み 信
号 を 示 す 。 行 の 対 称 化 は 、 全 体 的 な も の と す る こ と 、 つ ま り 、 図 １ ０ に 示 さ れ る よ う に 、
行 信 号 と 列 信 号 の 両 方 に 適 用 す る こ と も 、 或 い は 部 分 的 な も の と す る こ と 、 つ ま り 、 行 信
号 の み に 適 用 し 、 列 信 号 に は 適 用 し な い よ う に す る こ と も で き る 。 後 者 の 場 合 は 、 テ ク ス
チ ャ を 選 択 す る た め の 列 信 号 は 、 そ の ま ま と さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 図 １ １ に は 、 ” フ レ ー ム 対 称 化 ” と 呼 ば れ る も う 一 つ の 対 称 化 技 術 が 示 さ れ る 。 こ れ ら
信 号 は 、 画 像 が 変 わ る 毎 に こ れ ら の 符 号 （ 極 性 ） が 反 転 さ れ る 点 を 除 い て 図 ６ の そ れ と 同
一 で あ る 。 こ の 場 合 も 、 対 称 化 は 、 全 体 的 に 施 す こ と も 、 或 い は 部 分 的 に 施 す こ と も で き
る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 上 の 状 況 で は 、 対 称 化 の た め に 、 行 駆 動 信 号 は 、 ± Ａ １ な る 電 圧 、 つ ま り 、 全 体 で ２ ×
Ａ １ な る 工 程 （ excursion） を 供 給 す る こ と を 要 求 さ れ る 。 こ れ ら ド ラ イ バ は 、 こ の 最 大
工 程 （ excursion maximum） を ２ × Ａ １ よ り 低 い 値 に 低 減 す る こ と で 、 か な り 簡 素 化 す る
こ と が 可 能 と な る 。 こ れ を 達 成 す る た め に は 、 第 二 の 極 性 の 際 に 、 行 信 号 と 、 こ れ に 対 応
す る 列 信 号 の 動 作 中 点 Ｖ Ｍ を 、 同 期 的 に 変 え る こ と の み が 要 求 さ れ る 。 こ れ は 、 図 １ ０ に
示 さ れ る 状 況 か ら 開 始 し た 場 合 、 対 称 化 段 階 に お い て 、 行 信 号 と 列 信 号 の 全 て に 共 通 の 電
圧 Ｖ Ｍ を 加 え る こ と か ら 成 る 。 図 １ ２ に 示 さ れ る 例 に お い て は 、 第 一 の 極 性 の 際 に は 、 信
号 Ｖ Ｍ は 零 と さ れ 、 第 二 の 極 性 の 際 に は 、 Ｖ Ｍ は 非 零 と さ れ る 。 こ の 原 理 か ら 逸 脱 す る こ
と な く 、 第 一 の 極 性 の 際 に は 、 Ｖ Ｍ は 非 零 と し 、 こ れ に 続 く 第 二 の 極 性 の 際 に も 、 Ｖ Ｍ は
非 零 と す る こ と も で き る 。 重 要 な 点 は 、 画 素 の 端 子 間 の 電 圧 が 、 図 １ ０ に 示 さ れ る よ う に
、 変 化 し な い よ う に す る こ と で あ る 。 こ こ で も 、 図 １ ２ ａ は 行 信 号 を 表 し 、 図 １ ２ ｂ は 列
消 去 信 号 を 表 し 、 図 １ ２ ｃ は 列 書 込 み 信 号 を 表 し 、 図 １ ２ ｄ は あ る 画 素 の 端 子 間 の 消 去 信
号 を 表 し 、 図 １ ２ ｅ は あ る 画 素 の 端 子 間 の 書 込 み 信 号 を 表 す 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 こ れ ら 対 称 化 手 段 の 全 て は 、 上 述 の 列 信 号 に も 適 用 で き る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　
　 上 述 の 方 法 の 一 つ を 用 い て 一 度 に 一 つ の 行 に ア ド レ シ ン グ す る 場 合 、 ２ つ の 行 に ア ド レ
シ ン グ す る 間 の 最 小 時 間 間 隔 （ minimum time interval） は 、 τ １ ＋ τ ２ と な り 、 ま た 、
あ る 与 え ら れ た 行 へ の ア ド レ シ ン グ の 際 に 極 性 が 反 転 さ れ る 場 合 （ 図 １ ０ 参 照 ） は 、 ２ （
τ １ ＋ τ ２ ） と な る 。 例 え ば 、 一 例 と し て 、 τ １ ＝ １ ｍ ｓ 、 τ ２ ＝ １ ｍ ｓ 、 τ ｃ ＝ ２ ０ ０
μ ｓ な る 値 を 用 い た 場 合 、 フ レ ー ム 毎 に 極 性 の 反 転 を 行 っ た 場 合 （ ケ ー ス １ ） は 、 最 小 行
ア ド レ シ ン グ 時 間 は ２ μ ｓ と な り 、 ま た 、 行 に ア ド レ シ ン グ す る 際 に の み 極 性 の 反 転 を 行
っ た 場 合 （ ケ ー ス ２ ） は 、 ４ ｍ ｓ と な る 。
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　 マ ル チ プ レ ク シ ン グ の バ リ エ ー シ ョ ン ： 零 な る 平 均 値 を 得 る や り 方

従 来 の Ｂ ｉ Ｎ ｅ ｍ マ ル チ プ レ キ シ ン グ 方 法 の 速 度 の 観 点 か ら の 制 約



【 ０ ０ ８ ６ 】
　 不 幸 な こ と に 、 あ る 画 素 の 状 態 （ 書 込 み 或 い は 消 去 ） を 決 定 す る 期 間 は 、 上 述 の 持 続 期
間 よ り 短 か く 、 τ ｃ に 等 し く 、 上 に 説 明 の 例 で は 、 ２ ０ ０ μ ｓ に 等 し い 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 こ う し て 、 １ ６ ０ 行 を 有 す る 画 像 に ア ド レ シ ン グ す る た め の 時 間 は 少 な く と も ３ ２ ０ ｍ
ｓ と な り 、 こ れ ら 画 素 の 全 て の 状 態 を 決 定 す る た め の 時 間 は 、 ２ ０ ０ μ ｓ × １ ６ ０ ＝ ３ ２
ｍ ｓ と な る 。
　 　 資 料 [１ ]　 フ ラ ン ス 特 許 第 96/04447号 明 細 書
　 　 資 料 [２ ]　 P. M. Alt, P. Pleshko, 1974, IEEE Trans Electron Devices ED-21: 14
6-55
　 　 資 料 [３ ]　 米 国 特 許 第 5 420 604号 明 細 書
　 　 資 料 [４ ]　 国 際 公 開 第  00/74030号 パ ン フ レ ッ ト
　 　 資 料 [５ ]　 ” 表 面 制 御 双 安 定 ネ マ テ ィ ッ ク 画 素 の 書 込 み 及 び 消 去 メ カ ニ ズ ム （ Write 
and erase mechanism of surface controlled bistable nematic pixel） ” 、 M.Giocondo
, I. Lelidis, I. Dozov, G. Durand, Eur. Phys. J.　 AP.　 5,　 227-230 (1999)
　 　 資 料 [６ ] 　 ” ア ン カ リ ン グ を 破 壊 す る こ と で ス イ ッ チ さ れ る 双 安 定 ネ マ テ ィ ッ ク デ
ィ ス プ レ イ の 最 近 の 進 歩 （ Recent improvements of bistable nematic displays switche
d by anchoring breaking ） ” 、 Proceedings of SAID 2001, 224-227
　 　 資 料 [７ ]　 フ ラ ン ス 特 許 第 02/01448号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 上 述 の よ う に 、 本 発 明 は 、 と り わ け 、 資 料 ［ １ ］ に お い て 開 示 さ れ て い る よ う な い わ ゆ
る Ｂ ｉ Ｎ ｅ ｍ デ バ イ ス に 係 る 。 こ の Ｂ ｉ Ｎ ｅ ｍ デ バ イ ス は ２ つ の テ ク ス チ ャ を 用 い る 。 一
方 は 、 ユ ニ ホ ー ム 或 い は 少 し 捩 れ た テ ク ス チ ャ で Ｕ と 呼 ば れ 、 こ の 状 態 に お い て は 分 子 は
互 い に 少 な く と も 実 質 的 に 平 行 と な る 。 も う 一 方 は 、 捩 れ た テ ク ス チ ャ で Ｔ と 呼 ば れ 、 こ
の 状 態 は 、 第 一 の 状 態 と 、 ± １ ８ ０ ° の オ ー ダ だ け 捩 れ さ れ て い る 点 で 異 な る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 発 明 者 ら は 、 複 数 の 行 に 行 パ ル ス 間 に 時 間 的 な オ ー バ ラ ッ プ を 導 入 し て 同 時 に ア ド レ シ
ン グ す る こ と で 、 画 像 を よ り 迅 速 に 表 示 す る こ と を 可 能 に す る 、 マ ル チ プ レ ク ス Ｂ ｉ Ｎ ｅ
ｍ ス ク リ ー ン に ア ド レ シ ン グ す る た め の 新 規 の 方 法 を 提 唱 す る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 こ れ を 達 成 す る た め に 、 発 明 者 ら は 、 双 安 定 ネ マ テ ィ ッ ク 液 晶 の マ ト リ ッ ク ス ス ク リ ー
ン に ア ン カ リ ン グ を 破 壊 す る こ と で 電 気 的 に ア ド レ シ ン グ す る た め の 方 法 を 提 供 す る 。 こ
の 方 法 は 、 制 御 さ れ た 電 気 信 号 を 、 そ れ ぞ れ 、 こ の ス ク リ ー ン の 行 電 極 と 列 電 極 に 加 え る
ス テ ッ プ を 含 む 。 本 発 明 に よ る と 、 こ の 方 法 は 、 更 に 、 複 数 の 行 に 、 列 電 圧 が 加 え ら れ る
期 間 と 等 し い か こ れ よ り 大 き な 持 続 期 間 だ け 時 間 的 に オ フ セ ッ ト さ れ た 類 似 す る 行 信 号 を
用 い て 同 時 に ア ド レ シ ン グ す る ス テ ッ プ を 含 む 。 こ の 行 ア ド レ シ ン グ 信 号 は 、 第 一 の 期 間
に お い て は 、 そ の 行 内 の 画 素 の 全 て の ア ン カ リ ン グ を 破 壊 す る こ と が で き 、 こ れ に 続 く 第
二 の 期 間 に お い て は 、 こ れ ら ア ド レ ス さ れ た 行 を 構 成 す る 画 素 の 最 終 状 態 を 決 定 す る こ と
が で き る 、 少 な く と も 一 つ の 電 圧 値 を 有 し 、 こ の 最 終 状 態 は 対 応 す る 列 に 加 え ら れ る 電 気
信 号 の 各 々 の 値 の 関 数 と し て 決 ま る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 本 発 明 は 、 更 に 、 マ ト リ ッ ク ス ス ク リ ー ン に ア ド レ ス シ ン グ す る た め の デ バ イ ス も 提 供
す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 Ｂ ｉ Ｎ ｅ ｍ ス ク リ ー ン は ス イ ッ チ ン グ の 行 わ れ 方 に 特 徴 的 な 性 質 を 有 す る と い う 事 実 や
、 こ の ス ク リ ー ン は 画 素 の 端 子 に 印 加 さ れ た 信 号 の 終 端 に お い て の み 知 覚 さ れ る と い う 事
実 か ら 、 複 数 の 行 に 同 時 に ア ド レ シ ン グ す る 際 に 要 求 さ れ る 実 現 上 の 制 約 も 、 Ａ ｌ ｔ と Ｐ
ｌ ｅ ｓ ｋ ｏ ら の 基 準 （ Alt and Plesko criterion） に 支 配 さ れ る 従 来 の Ｌ Ｃ Ｄ ス ク リ ー ン

10

20

30

40

50

(19) JP 2005-523477 A 2005.8.4



に 対 す る そ れ と は 非 常 に 異 な る 。 従 来 の Ａ ｌ ｔ と Ｐ ｌ ｅ ｓ ｋ ｏ ら の 基 準 に 支 配 さ れ る Ｌ Ｃ
Ｄ ス ク リ ー ン に お い て は 、 各 瞬 間 に お い て 加 え ら れ る 電 圧 は 、 画 素 に 加 え ら れ る 平 均 実 効
電 圧 に 影 響 を 及 ぼ す と い う 点 に お い て 、 そ の 画 素 の 所 に 得 ら れ る 光 学 状 態 に 寄 与 す る 。 こ
れ と は 対 照 的 に 、 Ｂ ｉ Ｎ ｅ ｍ タ イ プ の Ｌ Ｃ Ｄ の 場 合 は 、 ２ つ の テ ク ス チ ャ 間 の ス イ ッ チ ン
グ に 影 響 を 及 ぼ し 、 従 っ て 、 最 終 的 な 光 学 状 態 に 影 響 を 及 ぼ す の は 、 画 素 に 加 え ら れ た パ
ル ス の 終 端 に お け る 波 形 の み で あ る 。 こ の た め に 、 複 数 の 行 間 に 時 間 的 な オ ー バ ラ ッ プ が
存 在 す る ア ド レ シ ン グ ス キ ー ム を 提 唱 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 こ の や り 方 で は 、 行 間 の 時 間 オ フ セ ッ ト は 、 も は や 、 資 料 ［ １ ］ に お い て 開 示 さ れ て い
る 持 続 期 間 τ Ｌ と は 異 な っ た も の と な り 、 こ の 値 は 、 以 下 の よ う に 定 義 さ れ る τ Ｄ と な る
：

　 　 　 　 　 　 　 　 τ ｃ ≦ τ Ｄ ＜ τ Ｌ

こ こ で 、 τ Ｌ は 、 少 な く と も ２ つ の ア ド レ シ ン グ 段 階 （ ア ン カ リ ン グ を 破 壊 す る た め の 段
階 Ｃ と テ ク ス チ ャ を 選 択 す る た め の 段 階 Ｓ ） を 含 む 行 ア ド レ シ ン グ 時 間 を 表 し 、 τ ｃ は 列
信 号 の 持 続 期 間 を 表 す 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 本 発 明 は 、 従 来 の 技 術 と 比 較 し て 様 々 な 利 点 を 有 す る 。 以 下 で は ３ つ の 主 な 利 点 に つ い
て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　
　 こ こ で は 、 ｘ は 、 同 時 に ア ド レ ス さ れ る 行 の 数 を 表 す も の と 想 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 あ る 与 え ら れ た τ Ｌ の 値 に 対 し て 、 時 間 を 節 約 で き る と い う 利 点 を 維 持 し な が ら 同 時 に
ア ド レ ス す る こ と が で き る 行 の 最 適 数 は 以 下 の 通 り と な る ：
　 ・ 対 称 化 は 用 い な い か 、 或 い は ” フ レ ー ム ” 対 称 化 を 用 い る 場 合 ：

　 　 　 ｘ ｏ ｐ ｔ ＝ ［ τ Ｌ ／ τ Ｄ ］ の 整 数 部 分 と な り 、

　 ・ ” 行 ” 対 称 化 を 用 い る 場 合 は 、

　 　 　 ｘ ｏ ｐ ｔ ＝ ［ ２ ・ τ Ｌ ／ τ Ｄ ］ の 整 数 部 分 と な る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 １ つ の 実 現 例 と し て 、 τ Ｌ ＝ ２ ｍ ｓ 、 τ Ｄ ＝ ２ ０ ０ μ ｓ と た 場 合 は ：
　 ・ 対 称 化 は 用 い な い 、 或 い は ” フ レ ー ム ” 対 称 化 を 用 い る と き は 、

　 　 　 ｘ ｏ ｐ ｔ ＝ １ ０ と な り ；

　 ・ ” 行 ” 対 称 化 を 用 い る 場 合 は 、 部 分 的 対 称 化 で あ る か 、 完 全 対 称 化 で あ る か に 関 係 な
く 、

　 　 　 ｘ ｏ ｐ ｔ ＝ ２ ０ と な る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 本 発 明 に よ る と 、 ｘ 個 の 行 に ア ド レ シ ン グ す る た め に 要 求 さ れ る 時 間 は 、 従 来 の シ ー ケ
ン シ ャ ル ア ド レ シ ン グ の 場 合 は ｘ ・ τ Ｌ で あ る の に 対 し て 、 τ Ｌ ＋ ［ τ Ｄ ・ （ ｘ － １ ） ］
と な る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 あ る 画 像 に 渡 っ て の ア ド レ シ ン グ 時 間 の 節 約 を 計 算 す る と 、 以 下 の よ う に な る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
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本 発 明 の 第 一 の 利 点 ： 画 像 へ の ア ド レ シ ン グ の 速 度



　 こ こ で 、 Ｔ １ は 、 一 度 に １ つ の 行 に ア ド レ ス す る 従 来 の 方 法 を 用 い て ｎ 個 の 行 か ら 成 る
画 像 に ア ド レ シ ン グ す る た め に 要 求 さ れ る 時 間 を 表 し 、 Ｔ ｘ は 、 （ 一 度 に 、 ｘ 個 の 行 に ア
ド レ シ ン グ す る ） 本 発 明 に 従 っ て ｎ 個 の 行 に ア ド レ シ ン グ す る た め に 要 求 さ れ る 時 間 を 表
す る も の と 想 定 す る 。 結 果 は 、 行 の 数 ｎ が 大 き な 場 合 は 、

　 　 　 Ｔ ｘ ≒ Ｔ １ ／ ｘ

と な る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 対 称 化 は 用 い な い か 、 或 い は ” フ レ ー ム ” 対 称 化 を 用 い る 一 つ の 実 施 例 と し て 、

　 　 　 τ Ｌ ＝ １ ． ２ ｍ ｓ
　 　 　 τ ｃ ＝ １ ０ ０ μ ｓ
　 　 　 τ Ｄ ＝ ２ ０ ０ μ ｓ

な る 値 を 用 い て ：
　 一 度 に ３ つ の 行 に ア ド レ シ ン グ し た 場 合 （ ｘ ＝ ３ ） 、 従 来 の 方 法 で は こ れ ら ３ つ の 行 に
ア ド レ シ ン グ す る た め に ３ ． ６ ｍ ｓ を 必 要 と す る が 、 本 発 明 に よ る 方 法 で は こ の ア ド レ シ
ン グ を １ ． ６ ｍ ｓ に て 遂 行 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 １ ６ ０ 行 を 有 す る 画 像 の 場 合 は 、

　 　 　 　 Ｔ １ ＝ １ ６ ０ × １ ． ２ ＝ １ ９ ０ ｍ ｓ
　 　 　 　 Ｔ ３ ＝ （ １ ６ ０ ／ ３ ） × １ ． ６ ＝ ８ ５ ｍ ｓ

と な る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 こ う し て 、 画 像 に ア ド レ シ ン グ す る た め に 要 求 さ れ る 時 間 は 、 ２ 倍 以 上 低 減 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　
　 時 間 が オ ー バ ラ ッ プ さ れ る た め に 、 デ ィ ス プ レ イ 速 度 を 低 減 さ せ る こ と な く 、 段 階 Ｃ の
持 続 期 間 を 増 加 さ せ る こ と が 可 能 と り 、 こ の 持 続 期 間 の 増 加 の た め に 、 破 壊 電 圧 を 、 静 的
破 壊 閾 値 に 近 い 限 界 値 ま で 下 げ る こ と が 可 能 と な る 。 こ の 状 況 に お い て は 、 良 好 な 動 作 を
保 証 す る た め に 必 要 と さ れ る 行 及 び 列 電 圧 の 工 程 の 調 節 （ adjustment excursion） は 大 幅
に 低 減 さ れ る 。 例 え ば 、 こ の ス ク リ ー ン は 、 こ れ ら 電 圧 の 調 節 を 要 求 さ れ る こ と な く 、 １
０ ° Ｃ よ り 大 き な 温 度 レ ン ジ に 渡 っ て 作 動 す る 。 こ れ は 、 高 速 動 作 で は 、 時 間 の オ ー バ ラ
ッ プ を 導 入 し な い 方 法 で は 不 可 能 で あ る 。 こ れ ら 利 点 を 最 大 限 に 活 用 す る た め に は 、 同 時
に ア ド レ シ ン グ さ れ る 行 の 数 を 、 ｘ ｏ ｐ ｔ よ り 大 き な 値 に 選 択 さ れ る 。 こ の 場 合 は 、 時 間
の 節 約 は 、 ｘ ｏ ｐ ｔ を 用 い た 場 合 と 変 わ ら な い が 、 た だ し 、 同 一 の 行 に よ り 長 い 期 間 に 渡
っ て ア ド レ シ ン グ す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 加 え て 、 破 壊 電 圧 が 低 減 さ れ る た め に 、 よ り 低 い 電 圧 に て 動 作 す る 、 従 っ て 、 よ り 安 価
な ド ラ イ バ を 用 い る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　
　 時 間 の オ ー バ ラ ッ プ を 用 い る こ の ア ド レ シ ン グ シ ス テ ム に お い て は 、 明 白 な よ う に 、 複
数 の 行 が 同 時 に ア ド レ ス さ れ る 。 こ れ に も 関 わ ら ず 、 列 選 択 信 号 は 非 常 に 単 純 な も の に と
ど ま り 、 Ｍ Ｌ Ａ を 実 現 す る た め に 要 求 さ れ る 信 号 の 場 合 の よ う に 、 直 交 性 の 条 件 を 満 た す
こ と は 、 概 ね で さ え も 、 要 求 さ れ な い 。
【 ０ １ ０ ７ 】

10

20

30

40

50

(21) JP 2005-523477 A 2005.8.4

本 発 明 の 第 二 の 利 点 ： ス イ ッ チ ン グ の 改 善 と 行 電 圧 の 低 減

第 三 の 利 点 ： 行 信 号 の 簡 素 化



　 更 に 、 本 発 明 で は 、 様 々 な 実 現 の バ リ エ ー シ ョ ン が 可 能 と な る 。 以 下 で は 、 主 な ２ つ の
バ リ エ ー シ ョ ン 、 つ ま り 、 １ ） オ フ セ ッ ト を 用 い て 、 複 数 の 連 続 す る 行 に ア ド レ シ ン グ す
る や り 方 と 、 ２ ） オ フ セ ッ ト を 用 い て 、 複 数 の 非 連 続 な 行 に ア ド レ シ ン グ す る や り 方 に つ
い て 説 明 す る ：
　
　 図 １ ３ に は 、 あ る 行 か ら 次 の 行 ま で の 間 に 時 間 オ フ セ ッ ト τ Ｄ を 導 入 し て 、 ｘ ＝ ７ 個 の
連 続 す る 行 に 同 時 に ア ド レ シ ン グ す る 場 合 に 対 応 す る タ イ ミ ン グ 図 の 例 が 示 さ れ て い る 。
各 行 に 対 応 す る 列 信 号 は τ Ｄ 毎 に 順 番 に 送 ら れ る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 行 信 号 は 総 持 続 期 間 τ Ｌ ＝ ｘ τ Ｄ を 有 す る が 、 こ れ を ケ ー ス で は τ Ｌ ＝ ７ τ Ｄ と な る 。
列 信 号 の 持 続 期 間 は τ ｃ で あ る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 図 １ ３ に お い て は （ 図 １ ４ 乃 至 図 １ ８ と 同 様 に ） 、 影 付 の ブ ロ ッ ク は 、 行 及 び 列 が ア ド
レ シ ン グ さ れ て い る 際 の 時 間 に 対 応 し 、 こ こ で は 、 加 え ら れ る パ ル ス の 波 形 は 指 定 さ れ て
い な い 。 こ の 図 は 、 行 パ ル ス に 対 す る 時 間 的 な オ ー バ ラ ッ プ の 一 般 原 理 を 示 す が 、 こ の 原
理 は 、 こ れ ら 行 及 び 列 信 号 の 波 形 に 対 応 す る こ れ ら ブ ロ ッ ク の 内 容 と は 独 立 し た も の で あ
る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 図 １ ３ か ら わ か る よ う に 、 （ ｉ ＋ ｘ ） 番 目 の 行 に 対 す る 行 信 号 の 開 始 は 、 ｉ 番 目 の 行 に
対 す る 行 信 号 の 終 端 と 同 期 さ れ る 。 つ ま り 、 こ の ケ ー ス に お い て は 、 ８ 番 目 の 行 に 対 す る
行 信 号 の 開 始 は 、 第 一 番 目 の 行 に 対 す る 信 号 と 同 期 さ れ る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 図 １ ３ の ダ イ ヤ グ ラ ム は 、 行 パ ル ス に 対 す る 時 間 的 な オ ー バ ラ ッ プ の 原 理 を 、 対 称 化 は
用 い な い 場 合 に つ い て 示 す 図 で あ る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 図 １ ３ の （ 及 び 図 １ ４ か ら １ ９ の ） 下 側 は 、 第 一 番 目 は 、 τ ｃ ＝ τ Ｄ と し た 場 合 の 、 列
信 号 の 時 間 位 置 を 示 し 、 第 二 番 目 は 、 τ ｃ ＜ τ Ｄ と し た 場 合 の 、 列 信 号 の 時 間 位 置 を 示 す
。 両 方 の 状 況 に お い て 、 持 続 期 間 τ ｃ を 有 す る 列 信 号 の 終 端 は 、 持 続 期 間 τ Ｌ を 有 す る 対
応 す る 行 信 号 の 終 端 と 同 期 さ れ る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 図 １ ４ の ダ イ ヤ グ ラ ム は 、 時 間 的 な オ ー バ ラ ッ プ の 原 理 を 、 フ レ ー ム 対 称 化 が 用 い ら れ
る 場 合 に つ い て 示 す 図 で あ る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 こ の 状 況 に お い て は 、 行 信 号 の 極 性 と 、 列 信 号 の 極 性 は 、 あ る 画 像 ｐ と こ れ に 続 く 画 像
ｐ ＋ １ と の 間 で 反 転 さ れ る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 各 行 に 対 応 す る 列 信 号 は 、 τ Ｄ 毎 に 順 番 に 送 ら れ る が 、 こ の 値 τ Ｄ は 、 同 時 に ア ド レ シ
ン グ さ れ る ２ つ の 連 続 す る 行 信 号 間 の オ フ セ ッ ト 時 間 に 対 応 す る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 図 １ ５ の ダ イ ヤ グ ラ ム は 、 時 間 的 な オ ー バ ラ ッ プ の 原 理 を 、 フ レ ー ム 対 称 化 が 用 い ら れ
、 行 パ ル ス の 符 号 が 交 替 さ れ る 場 合 に つ い て 示 す 図 で あ る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 こ の ケ ー ス に お い て は 、 第 一 に 、 行 信 号 の 極 性 と 、 列 信 号 の 極 性 は 、 あ る 画 像 ｐ と こ れ
に 続 く 画 像 ｐ ＋ １ と の 間 で 反 転 さ れ る 。 第 二 に 、 ２ つ の 連 続 す る 行 信 号 の 極 性 と 、 ２ つ の
連 続 す る 列 信 号 の 極 性 も 反 転 さ れ る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 図 １ ６ の ダ イ ヤ グ ラ ム は 、 全 体 的 な 行 対 称 化 の 原 理 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 こ の ケ ー ス に お い て は 、 各 行 信 号 は 、 持 続 期 間 は 等 し い が 、 各 々 が 反 対 の 極 性 を 有 す る
、 ２ つ の 隣 接 す る シ ー ケ ン ス か ら 成 り 、 列 信 号 は 、 ２ つ の シ ー ケ ン ス に 分 割 さ れ 、 こ れ ら
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バ リ エ ー シ ョ ン １ ： オ フ セ ッ ト を 用 い て 複 数 の 連 続 す る 行 に ア ド レ シ ン グ す る や り 方



の 終 端 は 、 そ れ ぞ れ 、 関 連 す る 行 信 号 の 、 第 一 の シ ー ケ ン ス と 、 第 二 の シ ー ケ ン ス の 終 端
と に 同 期 さ れ 、 こ れ ら 列 信 号 シ ー ケ ン ス の 極 性 も 同 様 に し て 反 転 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 図 １ ７ の ダ イ ヤ グ ラ ム は 、 部 分 的 な 行 対 称 化 の 原 理 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 こ の 状 況 に お い て は 、 各 行 信 号 は 、 持 続 期 間 は 等 し い が 、 各 々 が 反 対 の 極 性 を 有 す る 、
２ つ の 隣 接 す る シ ー ケ ン ス か ら 成 り 、 列 信 号 の 終 端 は 、 第 二 の 関 連 す る 行 信 号 シ ー ケ ン ス
の 終 端 と 同 期 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 一 般 に 、 上 述 の 対 称 化 の バ リ エ ー シ ョ ン の 全 て は 、 そ れ ら が フ レ ー ム 対 称 化 に 適 用 さ れ
る か 、 行 対 称 化 に 適 用 さ れ る か に 関 係 な く 、 行 信 号 及 び 列 信 号 の 対 称 化 、 或 い は 行 信 号 の
み の 対 称 化 に 関 す る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　

　 行 が ア ド レ ス さ れ る 場 合 、 そ の ア ド レ シ ン グ 時 間 の 際 に 、 分 子 の ほ ぼ 全 て は 、 ホ メ オ ト
ロ ピ ッ ク 状 態 に 傾 斜 し 、 行 の 光 透 過 は 撹 乱 さ れ る 。 一 度 に １ 行 が ア ド レ ス さ れ る 場 合 は 、
行 の サ イ ズ が 目 の 分 解 能 よ り も 小 さ な 場 合 は 、 観 察 者 は 、 不 都 合 は 感 じ な い 。 し か し な が
ら 、 複 数 の 連 続 す る 行 が ア ド レ ス さ れ 、 こ の た め 撹 乱 さ れ た 場 合 は 、 よ り 大 き な ゾ ー ン が
光 学 的 に 撹 乱 さ れ 、 目 に 付 き 、 観 察 者 に と っ て 目 障 り と な る 。
【 ０ １ ２ ４ 】

　 複 数 の 連 続 す る 行 を 同 時 に 撹 乱 す る こ と （ １ 行 の 幅 よ り か な り 大 き な サ イ ズ の 走 行 バ ー
） に 起 因 す る 目 障 り さ （ visible disturbance） を 克 服 す る た め に は 、 時 間 的 な オ ー バ ラ
ッ プ を 用 い て ア ド レ シ ン グ さ れ る 行 間 に 間 隔 を 設 け る と 効 果 的 で あ る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 図 １ ８ の タ イ ミ ン グ 図 は 、 こ の モ ー ド の ア ド レ シ ン グ 方 法 で あ っ て 、 行 信 号 持 続 期 間 τ

Ｌ の ３ 分 の １ の 時 間 的 オ フ セ ッ ト 、 つ ま り 、 τ Ｌ ＝ ３ τ Ｄ を 用 い る 、 ア ド レ シ ン グ の 例 を
示 す 。 こ の 例 で は 、 同 時 に ア ド レ ス で き る 行 の 最 大 数 は ３ と な る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 こ の モ ー ド に お い て も 、 連 続 す る 行 の 場 合 と 同 一 の 対 称 化 オ プ シ ョ ン を 選 択 す る こ と が
で き る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 よ り 具 体 的 に は 、 一 般 に 、 本 発 明 の 範 囲 内 で は 、 行 信 号 の 持 続 期 間 τ Ｌ ＝ ｊ τ Ｄ 、 同 時
に 加 え ら れ る ２ つ の 連 続 す る 行 信 号 間 の 時 間 オ フ セ ッ ト τ Ｄ 、 同 時 に 加 え ら れ る 行 信 号 の
連 続 す る ブ ロ ッ ク 間 の オ フ セ ッ ト τ Ｌ を 用 い る こ と で 、 同 時 に ｉ モ ジ ュ ロ ｊ （ i modulo j
） 個 の 行 、 つ ま り 、 行 ｉ 、 ｉ ＋ ｊ 、 ｉ ＋ ２ ｊ 、 等 に ア ド レ シ ン グ す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 こ れ ら ブ ロ ッ ク に 対 応 す る 行 信 号 及 び 列 信 号 が 、 図 １ ３ 乃 至 図 １ ８ に お い て 陰 影 を 付 け
て 示 さ れ て い る が 、 こ れ ら は 多 様 な や り 方 に て 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 以 下 で は 、 こ れ ら の 幾 つ か に つ い て 単 に 例 示 と し て 説 明 す る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 こ れ ら 行 及 び 列 パ ル ス は 、 よ り 具 体 的 に は 、 以 下 に 説 明 す る よ う な 波 形 に 従 う 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 ア ン カ リ ン グ 破 壊 段 階 Ｃ の 際 に は 、 電 圧 は 行 信 号 （ 電 極 ） の み に 加 え ら れ る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 選 択 段 階 Ｓ の 持 続 期 間 は 列 パ ル ス の 持 続 期 間 と 等 し く さ れ る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 列 パ ル ス
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バ リ エ ー シ ョ ン １ の 欠 点 ： 同 時 に ア ド レ ス す る こ と が 可 能 な 連 続 す る 行 の 数 に 関 す る 制
約

　 バ リ エ ー シ ョ ン ２ ： オ フ セ ッ ト を 用 い て 複 数 の 非 連 続 な 行 に ア ド レ シ ン グ す る や り 方



　 こ れ ら 列 パ ル ス の 波 形 は 、 従 来 の 技 術 の 所 で 説 明 さ れ た 幾 つ か の 例 の 各 々 、 或 い は こ れ
ら 例 の 組 み 合 わ せ と さ れ る 。 つ ま り ：
　 ・ 列 信 号 の 持 続 期 間 は 、 行 信 号 の 最 後 の 平 坦 域 の 持 続 期 間 と 等 し い か 、 或 い は こ れ よ り
小 さ く さ れ る 。
　 ・ 列 信 号 は 波 形 は 、 任 意 の 波 形 、 例 え ば 、 方 形 、 傾 斜 、 階 段 状 等 と さ れ る 。
　 ・ 列 信 号 の 持 続 期 間 τ ｃ は 、 τ Ｄ と 等 し く さ れ る 。
　 ・ 列 信 号 の 持 続 期 間 τ ｃ は 、 τ Ｄ よ り 小 さ く さ れ る 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 行 パ ル ス
　 ・ ２ つ の 平 坦 域 を 有 す る 行 信 号 を 用 い る や り 方
　 図 １ ９ に は 、 Ｂ ｉ Ｎ ｅ ｍ ス ク リ ー ン を ア ド レ シ ン グ す る た め の 方 法 で あ っ て 、 行 ア ド レ
シ ン グ パ ル ス の 時 間 的 な オ ー バ ラ ッ プ と し て は 、 バ リ エ ー シ ョ ン １ （ 連 続 す る 行 に 適 用 ）
が 用 い ら れ 、 行 パ ル ス と し て は 、 ２ つ の 平 坦 域 を 有 す る 行 信 号 が 用 い ら れ 、 列 パ ル ス は 、
波 形 は 方 形 波 と さ れ 、 持 続 期 間 は 、 行 信 号 の 第 二 の 平 坦 域 よ り 短 く さ れ る 、 一 例 が 示 さ れ
る 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 ・ 段 階 Ｃ の 際 に 、 少 な く と も １ つ の 電 圧 （ 従 来 の 技 術 に お い て Ａ １ と し て 定 義 さ れ る 電
圧 ） は ア ン カ リ ン グ を 破 壊 す る の に 十 分 な 値 を 有 す る 、 複 数 の 平 坦 域 を 有 す る 行 信 号 を 用
い る や り 方 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 段 階 Ｃ の 電 圧 レ ベ ル は 、 従 来 の 技 術 に お い て 定 義 さ れ る Ａ ２ と 等 し く さ れ る 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 図 ２ ０ に は 、 ３ つ の 平 坦 域 を 有 す る 例 が 示 さ れ 、 図 ２ １ に は 、 ５ つ の 平 坦 域 を 有 す る 例
が 示 さ れ る 。
【 ０ １ ３ ８ 】
　 こ れ ら ２ つ の 例 に お い て 、 行 ド ラ イ バ は 、 ２ つ の 電 圧 レ ベ ル 、 つ ま り 、 非 選 択 レ ベ ル と
、 Ａ １ と Ａ ２ と の 間 で 交 互 に 変 調 さ れ る 選 択 レ ベ ル の み を 生 成 す る こ と で 済 む 。 こ れ は 、
行 ド ラ イ バ に 対 す る 可 能 な 最 も 単 純 な 構 造 に 対 応 す る 。 勿 論 、 よ り 多 く の 電 圧 レ ベ ル を 生
成 す る 能 力 を 有 す る 行 ド ラ イ バ を 用 い る こ と も で き る 。 こ の 場 合 は 、 行 信 号 は 、 よ り 複 雑
な 波 形 を 有 す る も の と な る こ と が 考 え ら れ る が 、 た だ し 、 い ず れ に し て も 、 ア ン カ リ ン グ
を 破 壊 す る た め の 制 約 （ 段 階 Ｃ ） と 、 テ ク ス チ ャ を 選 択 す る た め の 制 約 （ 段 階 Ｓ ） と 、 を
満 た す こ と は 要 求 さ れ る 。
【 ０ １ ３ ９ 】
　 ・ 段 階 Ｓ の 際 に 、 テ ク ス チ ャ の 選 択 を 可 能 に す る た め に 少 な く と も 一 つ が 終 端 に お い て
下 降 す る 複 数 の 平 坦 域 を 有 す る 行 信 号 を 用 い る や り 方 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 勿 論 、 本 発 明 は 、 上 述 の 特 定 な 実 施 例 に 制 限 さ れ る も の で は な く 、 発 明 の 精 神 か ら 逸 脱
す る こ と な く 、 様 々 な バ リ エ ー シ ョ ン が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ４ １ 】
【 図 １ 】 従 来 の マ ル チ プ レ ッ ク ス マ ト リ ッ ク ス ス ク リ ー ン の 原 理 を 示 す 図 で あ る 。 あ る 一
つ の 画 素 の 能 動 ゾ ー ン は 、 行 電 極 と 列 電 極 と が 交 差 す る 所 に 位 置 す る 。 任 意 的 に 、 行 電 極
は 上 側 基 板 或 い は プ レ ー ト 上 に 位 置 し 、 列 電 極 は 下 側 基 板 或 い は プ レ ー ト 上 に 位 置 す る も
の と し て 示 さ れ て い る 。 行 Ｎ が ア ド レ ス さ れ る と 、 列 信 号 が 全 て の 列 に 同 時 に 加 え ら れ 、
そ の 後 、 ア ド レ シ ン グ 動 作 は 次 の 行 へ と 移 動 す る 。
【 図 ２ 】 資 料 ［ １ ］ に 対 応 す る 従 来 の 技 術 を 示 す 図 で あ る 。 よ り 詳 細 に は 、 液 晶 セ ル の １
つ の 画 素 が 示 さ れ る 。 こ の 画 素 内 に お い て 、 こ れ ら ２ つ の テ ク ス チ ャ は 、 こ れ ら の 分 子 に
電 場 が 加 え ら れ て な い 限 り 安 定 で あ る 。 一 方 は ユ ニ ホ ー ム な テ ク ス チ ャ Ｕ と 呼 ば れ 、 他 方
は 、 捩 れ た テ ク ス チ ャ Ｔ と 呼 ば れ る 。 こ の 図 の 中 央 部 分 は 、 こ れ ら ２ つ の 基 板 に 設 け ら れ
た 電 極 間 に 電 場 が 印 加 さ れ た と き の 分 子 の テ ク ス チ ャ を 示 す 。 矢 印 は 、 電 場 が 消 失 す る 際
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の 分 子 の 回 転 を 示 す 。
【 図 ３ 】 こ れ ら ２ つ の テ ク ス チ ャ 間 の ス イ ッ チ ン グ を 可 能 に す る 従 来 の 画 素 信 号 を 示 す 。
書 込 み 信 号 の 下 降 時 間 は 、 数 マ イ ク ロ 秒 か ら 数 十 マ イ ク ロ 秒 の 範 囲 内 で あ る 。 ２ つ の 消 去
信 号 が 提 唱 さ れ て い る 。 一 方 は 、 パ ル ス と 、 こ れ に 続 く 、 傾 斜 （ ラ ン プ ） か ら 成 り 、 こ の
下 降 時 間 は 、 パ ル ス の 持 続 時 間 よ り も ３ 倍 以 上 長 い 。 他 方 は 、 下 向 の 階 段 状 の 信 号 か ら 成
り 、 こ の 信 号 は ２ つ の 平 坦 域 を 有 す る 。
【 図 ４ 】 図 ２ に 示 さ れ る 従 来 の 原 理 を 用 い て 動 作 す る 液 晶 画 素 の 電 気 光 学 曲 線 の 一 例 を 示
す 図 で あ る 。 加 え ら れ る 電 圧 の 第 一 の 平 坦 域 は １ ６ Ｖ と さ れ 、 光 の 透 過 度 は 、 第 二 の 平 坦
域 の 値 の 関 数 と し て 決 ま る 。 マ ル チ プ レ ッ ク ス ア ド レ シ ン グ に 利 用 可 能 な ２ つ の 動 作 ポ イ
ン ト が 示 さ れ て い る 。
【 図 ５ 】 従 来 の デ バ イ ス に よ る 、 第 二 の 平 坦 域 の 値 と 、 得 ら れ る テ ク ス チ ャ と の 間 の 対 応
を 示 す 図 で あ る 。 図 ４ の 例 で は 、 ユ ニ ホ ー ム テ ク ス チ ャ Ｕ は 、 第 二 の 平 坦 域 の 値 が ５ Ｖ か
ら ９ Ｖ の レ ン ジ 内 に あ る と き 得 ら れ ； 捩 れ テ ク ス チ ャ Ｔ は 、 第 二 の 平 坦 域 の 値 が ０ か ら ５
Ｖ の レ ン ジ 或 い は ９ Ｖ か ら １ ６ Ｖ の レ ン ジ 内 に あ る と き 得 ら れ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の マ ル チ プ レ ッ ク ス ア ド レ シ ン グ に 対 す る 行 信 号 及 び 列 信 号 を 示 す 図 で あ る
。 列 信 号 の 符 号 の 関 数 と し て こ れ ら ２ つ の テ ク ス チ ャ の 一 方 或 い は 他 方 が 得 ら れ る 。
【 図 ７ 】 資 料 ［ ７ ］ に お い て 提 唱 さ れ る 新 規 の 信 号 波 形 の バ リ エ ー シ ョ ン を 示 す 図 で あ る
。 こ の 列 パ ル ス は 、 行 パ ル ス の 第 二 の 平 坦 域 の 持 続 期 間 よ り 短 い 時 間 だ け 続 き 、 ぎ ざ ぎ ざ
の 波 形 を 有 し 、 こ の 下 降 は 行 信 号 の 第 二 の 平 坦 域 の 下 降 と 同 期 さ れ る 。
【 図 ８ 】 資 料 ［ ７ ］ に お い て 提 唱 さ れ る 新 規 の 信 号 波 形 の も う 一 つ の バ リ エ ー シ ョ ン を 示
す 図 で あ る 。 こ の 列 パ ル ス は 、 行 パ ル ス の 第 二 の 平 坦 域 の 持 続 期 間 よ り 短 な 時 間 長 だ け 続
き 、 傾 斜 波 形 を 有 し 、 こ の 下 降 は 行 信 号 の 第 二 の 平 坦 域 の 下 降 と 同 期 さ れ る 。
【 図 ９ 】 資 料 ［ ７ ］ に お い て 提 唱 さ れ る 新 規 の 信 号 波 形 の さ ら に も う 一 つ の バ リ エ ー シ ョ
ン を 示 す 図 で あ る 。 こ の 列 パ ル ス は 、 行 パ ル ス の 第 二 の 平 坦 域 の 持 続 期 間 よ り 短 な 時 間 長
だ け 続 き 、 こ れ は 、 ２ つ の 平 坦 域 か ら 成 る 波 形 を 有 し 、 こ の 下 降 は 行 信 号 の 第 二 の 平 坦 域
の 下 降 と 同 期 さ れ る 。
【 図 １ ０ 】 液 晶 セ ル が 分 極 さ れ る の を 回 避 す る た め に 提 唱 さ れ た 従 来 の 改 善 方 法 を 示 す 図
で あ る 。 こ れ は 、 電 気 分 解 に よ っ て 液 晶 材 が ゆ る や か に 劣 化 す る 恐 れ が あ る た め で あ る 。
こ れ ら 行 及 び 列 信 号 は こ れ ら の 平 均 値 が 零 と な る よ う に 対 称 化 さ れ る 。
【 図 １ １ 】 従 来 の 技 術 の も う 一 つ の バ ー ジ ョ ン を 示 す 図 で あ る 。 こ の バ ー ジ ョ ン に お い て
は 、 あ る 画 像 と 次 の 画 像 と の 間 で 極 性 を 反 転 す る こ と で 対 称 化 が 達 成 さ れ る 。
【 図 １ ２ 】 画 素 に 対 称 信 号 を 加 え る こ と が で き 、 他 方 に お い て 制 御 回 路 に よ っ て 要 求 さ れ
る 電 圧 の 工 程 （ voltage excursion） は 最 小 限 に 押 さ え ら れ る 信 号 を 示 す 図 で あ る 。 こ の
や り 方 に お い て は 、 選 択 さ れ な い 行 は 、 上 述 の ケ ー ス に お い て は 信 号 は 印 加 さ れ な い が 、
列 信 号 の 平 均 に 等 し い 行 信 号 を 印 加 さ れ る 。
【 図 １ ３ 】 Ｂ ｉ Ｎ ｅ ｍ ス ク リ ー ン に ア ド レ シ ン グ す る 原 理 で あ っ て 、 連 続 す る 行 （ こ の 図
に お い て は ７ 個 の 連 続 す る 行 ） に 対 す る ア ド レ シ ン グ パ ル ス 間 に 時 間 的 な オ ー バ ラ ッ プ は
導 導 さ れ る が 、 対 称 化 は 施 さ れ な い 、 バ ー ジ ョ ン を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 Ｂ ｉ Ｎ ｅ ｍ ス ク リ ー ン に ア ド レ シ ン グ す る 原 理 で あ っ て 、 連 続 す る 行 （ こ の 図
に お い て は ３ 個 の 連 続 す る 行 ） に 対 す る ア ド レ シ ン グ パ ル ス 間 に 時 間 的 な オ ー バ ラ ッ プ を
導 入 す る と と も に 、 フ レ ー ム 対 称 化 が 施 さ れ る 、 バ ー ジ ョ ン を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 Ｂ ｉ Ｎ ｅ ｍ ス ク リ ー ン に ア ド レ シ ン グ す る 原 理 で あ っ て 、 連 続 す る 行 （ こ の 図
に お い て は ３ 個 の 連 続 す る 行 ） に 対 す る ア ド レ シ ン グ パ ル ス 間 に 時 間 的 な オ ー バ ラ ッ プ を
導 入 す る と と も に 、 行 及 び フ レ ー ム 対 称 化 の 両 方 が 施 さ れ る 、 バ ー ジ ョ ン を 示 す 図 で あ る
。
【 図 １ ６ 】 Ｂ ｉ Ｎ ｅ ｍ ス ク リ ー ン に ア ド レ シ ン グ す る 原 理 で あ っ て 、 連 続 す る 行 （ こ の 図
に お い て は ３ 個 の 連 続 す る 行 ） に 対 す る ア ド レ シ ン グ パ ル ス 間 に 時 間 的 な オ ー バ ラ ッ プ を
導 入 す る と と も に 、 行 の 全 体 的 な 対 称 化 が 施 さ れ る 、 バ ー ジ ョ ン を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 Ｂ ｉ Ｎ ｅ ｍ ス ク リ ー ン に ア ド レ シ ン グ す る 原 理 で あ っ て 、 連 続 す る 行 （ こ の 図
に お い て は ３ 個 の 連 続 す る 行 ） 対 す る ア ド レ シ ン グ パ ル ス 間 に 時 間 的 な オ ー バ ラ ッ プ を 導
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入 す る と と も に 、 行 の 部 分 的 な 対 称 化 が 施 さ れ る 、 バ ー ジ ョ ン を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 Ｂ ｉ Ｎ ｅ ｍ ス ク リ ー ン に ア ド レ シ ン グ す る 原 理 で あ っ て 、 非 連 続 な 行 に 対 す る
ア ド レ シ ン グ パ ル ス 間 に 時 間 的 な オ ー バ ラ ッ プ が 導 入 さ れ る 、 バ ー ジ ョ ン を 示 す 図 で あ る
。
【 図 １ ９ 】 Ｂ ｉ Ｎ ｅ ｍ ス ク リ ー ン に 連 続 す る 行 に 対 す る ア ド レ シ ン グ パ ル ス 間 に 時 間 的 な
オ ー バ ラ ッ プ を 導 入 し て ア ド レ シ ン グ す る 原 理 で あ て 、 行 信 号 に は 、 ２ つ の 平 坦 域 を 有 す
る 信 号 が 用 い ら れ 、 列 信 号 に は 、 方 形 波 が 用 い ら れ る 、 バ ー ジ ョ ン を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 Ｂ ｉ Ｎ ｅ ｍ ス ク リ ー ン に 行 に 対 す る ア ド レ シ ン グ パ ル ス に 間 に 時 間 的 な オ ー バ
ラ ッ プ を 導 入 し て ア ド レ シ ン グ す る た め の 行 パ ル ス の 波 形 で あ っ て 、 ア ン カ リ ン グ を 破 壊
す る た め に 、 段 階 Ｃ の 際 に 、 ３ つ の 平 坦 域 を 有 す る 行 信 号 が 用 い ら れ る 、 例 を 示 す 図 で あ
る 。
【 図 ２ １ 】 Ｂ ｉ Ｎ ｅ ｍ ス ク リ ー ン に 行 に 対 す る ア ド レ シ ン グ パ ル ス 間 に 時 間 的 な オ ー バ ラ
ッ プ を 導 入 し て ア ド レ シ ン グ す る た め の 行 パ ル ス の 波 形 で あ っ て 、 ア ン カ リ ン グ を 破 壊 す
る た め に 、 段 階 Ｃ の 際 に 、 ５ つ の 平 坦 域 を 有 す る 行 信 号 が 用 い ら れ る 、 例 を 示 す 図 で あ る
。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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